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が
、
丨勞
働
生
産
物
の
價
値
關
係
即
ち
物
ビ
物 

ミ
の
關
’係
の
背
後
^
、
人
ど
人
ど
の
關
係
を
娘
出
す
の
^
對
し
て
、
彼
等
は
、
物
ご
物
ビ
の
關
係
を
物
ミ
物
或
ひ
は 

物
ビ
人v

j

の
關
係
ビ
し
て
の
み
解
す
.る
の
で
あ
る
o 

'一，定
.の
歷
史
的
段
階
；
k
於

け

る

生.淹
關
係
を
硏

究
す
べ
さ
經
濟 

學
が
、
令
の
歷
史
的
社
龠
形
態
を
無
視
す
る
己
ど
の
方
法
論
的
^
誤
れ
る
は
言
を
俟
た
气
然
し
乍
ら
•

现
論
の
避 

非
を
決
定
す
べ
き
審
判
考
は
事
實
で
あ
る
？
か

、
る
觀
點
よ
6
出
發
ず
る
經
濟
學
が
、
珣
象
の
赀
後
を
贳
く
社
會
的 

必
然
を
解
.明
し
ぅ
る
や
不
2
や
に
、
そ
の
評
價
は
.懸
つ
.て
ゐ
る
。

筆

^

は
，
1、
：
'
\ .ク

ス

信

很

概

念

；の
.
»

質

：.の

Jl
f

要

性
.を

.if

.

.め

；、
.
以

r

に

於

^
'
、

，
.資

本

制

生
.產

：
の

.
歷

史

的

社

#

形

.德

よ

.ぅ
 

'
マ
ル
-
ク
ス
.：
債

値.槪

：
念.を

象
.察

せ

ん

：ど

ず

夺

夂
 

..

ir.j

四
：
，マ
ル
ク
ス

#
働
铜
侦
說
の
特
質
に
留
意
し
、
勞
俲
ミ
價
値
ミ
の
必
然
的
聯
關
を
、
と
れ
ょ
リ
詭
證
せ
ん
ど
す
る
試
み
も

1
见
受
.け
ら
れ 

る
'か
、
唯
物
；
1
證
法
、
唯
物
史
觀
に
對
す
る
無
现
解
は
往
々
に
し
て
、
见
常
通
ひ
ビ
思
は
れ
る
結
論
を
生
む
に
到
る
。
故
に

:|
|
.
;
:
人
は
、
 

か

X
る
觀
點
ょ
り
マ
ル
ク
ス
倒
値
槪
念
を
考
察
す
る
揚
合
、
マ
ル
ク
ス
の
方
法
論
的
立
場
に
充
分
注
意
せ
ね
ば
な
ら

ぬ
。
此
誤
謬 

の 
ー
^
ミ
し
て
は
、
フ
ラ
ン
ツ

•

ベ
ト
リ
を
舉
げ
ぅ
る
 O 

(pvanz 

J?etry, 

Dcr 

SOZ

P-IC 

Gchalf d.r 

Marxschen 

Werttheorie, 

1916 〕

 

•

ベ
ト
リ
.が
、
十
|-
|典
舉
淤

^
マ
ル
ク
ス
ミ
の
方
法
論
的
相
通
を
、
前
褙
の
物
的

.：2然
的
な
る
に
對
し
、
後
者
の
社
脊
的
勝
史
的
な
る
讲 

に
求
め
、
マ
ル
ク
ス
愤
攸
論
の
特
質
を
、
そ
の
社
命
的
方
法

—

物
.的
關
係

.の
背
後
に
人
ミ
入
ミ
の
關
係
を
从
川
す
方
法
丨
に
见

|)
!
さ
ん 

ぐ

」

.す
る
試
み
は
、
碗
か
に
注

|-
:
1に
倒
.す
る
が
、
マ
.ル
ク
ス
の
社
會
的
,
歷
史
的
立
場
に
獨
乙

f

想
主
義
叢
の
先
驗
.的

爾

直

5
し 

て
ノ
と
れ
を
リ
ヵ
ァ
ド
ォ
の
疖
然
虫
義
的

•

贸
證
的
方
法

i
對
比
せ

し

む
る
新
ヵ
ン
ト
派
的
解
釋
に
は
赞
成
す
る
こ
さ
は
出
來
ぬ

0《

卜 

リ
が
、
マ
ル
ク
ス
の

|1
:
金：的

*歷
史
的
立

1
|を
、
彼
れ
の
唯
物

S
I決
Iど
切
リ
離
し
て
、此
處
に
ヵ
ン
ト
的
耍
素
を
见
川
し
、
彼
れ
の
沿 

物
論
的
方
而
ド
-
對
立せし
め
、
以
て
マ
ル
ク
ス

‘を
ニ
元
,」

な
す
见
方
は
、
唯

S

S
並
び2

唯
物
蟲

S

本
的
靡
に
立
脚
す 

る
.0

か

X
る
新
力
'ノ
ト
派
的
立
場
に
禍
ひ
さ
れ
て
、
彼
れ
は
、

^
働 

>

」

價
値w

の
.必
然
.的
聯
'關
の
：證

f

マ
V
グ
スQ

人
類
雪
論 

•̂
思
想
に

3
む
る
に
卸
つ
た
の
で
あ
る
。
人
間
务
働
は
、
他
の
也
康
手
段
に
比
し
て
は
、

」

何
^
か
特
株
な
も
の

.で
あ
つ
て
、
努
働
也
蓝 

物
は
、
か

1
特
殊
な
意
味
を
钉
す
る
勞
働
の
所
產
で
あ
リ
、
偷
现
的
人
济
の
對
象
化
で
あ
备
、：

V
Q
m方
ょ

y
、
勞
働
ビ
價

If
f

w
の 

:必
然
的
聯
關
を
界
川
さ

.ん
>

」

せ
る
.は
、
正
し
き
解

.釋
ビ
は
認
め
ら
れ
ぬ

0

.
辟
'
_に
於
て
も
、
赞
て
、
河
上
傅
士
が

0
0
人
類
憐
胜
說
な
る
も
の
を
述
べ
ら
れ
た

こ
ど
が
あ
つ
た
が
、
こ
れ
も
勞
俲

ゴ
0
0 

iの 

必
然
が
瑕
趼
を
誤
れ
る
方

^
_的
贵
識
ょ
リ
川
發
し
て
論
證
せ
ん
ビ
試
み
た
も
の

-

4

一.例
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
發
表
後
、
節

|1
|
氏
の 

.
批
評
に
命
ひ
、
傅
士

!?
1
ら
战
ち
に
撤

!1
1
]せ
ら
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。

三

：

第
二
十
六
卷
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四
六

g

勞
働
價
値
訛
の
通
本
的
考
察
， 

望

號

く

ヒ



浓ニ

.十六：
卷

C,E

六
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;
1價値說

.の：
基
本
的
考
察

' 
.

0
0

以
上
述
べ
た
る
ビ
之
ろ
^

ょ

气

マ

，
ク
ス
勞
働
價
値
說
は
、
こ
れ
を
資
本
制
生
産
諸
關
係
の
歴
史
的
特
質
ょ
ぅ 

钾
解
す
べ
さ
こ
ど
、
並
び
^

勞
働
ど
價
値
ど
の
必
然
的
聯
關
も
此
现
解
ド
依
.O

解
決
^
る
べ
さ
事
を
齊
人
は
了
解
し 

:

た
。
故
^

、
ミ
れ
ょ
6

勞
働
僧
値
說
の
頻
.解

.̂

必
«

な
る
限
>:

に
於
て
、
資
本
制
生
*

諸
關
係
の
歷
il
l

的
社
#
形
態 

を
烟
部
せ
ね
ば
次
ら
ぬ
°

此
問
題
^

關
し
て
は
、資
本
論
第
一
卷
第
一
意
第
四
節
、r

商
品
の
物
神
崇
拜
的
性
質
く
令
の
.
秘
密』

(
D
e
r

 

F
e
t
i
s
c
h
-

 

b
a
r
a
k
k
r

 

d
c
r

 

W
a
r
e

 

u
n
d

 
s
c
i
n

 

G
c
h

o-i
m
n
i
s
)

が
、
最
么
敎
示
^

富
；e
a

も
の
で
あ
る
。

マ
V

ク
ス
は
そ
の
中
^
 

於
て
、『

商
品
法
淹
の
禁
礎
^

於
て
努
働
生
產
物
を
包
む
^

:

ミ
ろ
の
、商
品
讹
界
の
す
べ
て
の
神
秘
す
ベ
て
の
糜
法
妖 

I

は
、
そ
れ
ゆ
克
k

、
菩
々
が
他
の
生
康
諸
形
態
^

逃
避
す
る
や
否
や
、
直
ち
k

消
滅
す
る』

s

i

五)

ビ
述
べ
て
、
 

济
"
II
I

往
產
の
特
質
を
卵
解
せ
し
め
ん
.
が
爲
：
g

k

、
齊
人
を
、

.
明
る
い
岛
の
口
ビ
ン
ソ

ゾ
の
注
活
を
艰
6

出
し
^

、

rl
f

 

S

ョ
ー
ロ
ッ\

の
中
；世
に
■

气

農

民

家

族

の

地
,*

族
長
：的
淹
業
を
廻
つ
て
、
最
後
^

、

共
有
の
，生

淹

手

段

を

も

つ

て 

勢
儆
す
る
ど
i

ろ
の
、
そ
し
て
多
く
の
個
人
的
努
働
カ
を
意
識
的
^
'

ー
つ
'の
|{
:
會
的
勞
働
カ

V
J

し
て
支
出
す
るV
J

 

Z 

ろ
の
、
内
^

人
，の
圈
體
^

案
內
す
る
。
何
故
マ
ル
ク
ス
が
、

;-F
l
rl

人
を
し
て
か
、
る
巡
禮
を
な
，さ
し
め」

る
の
か
；

0

そ
の 

眞
意
は
次
に
#

す
る
も
の
V

J

M
は
れ
る
。

(
一
〕

商
品
生
產
社
會
k

於

V

は
、
人
的
生
產
諸
關
係
は
物
的
關
係
ど
し
.
て
現
象
す
る
^

反
し
、
他
.
の
生
齑
諸
形
態 

k

あ
つ
て
は
、
そ
れ
は
か
、
る
物
的
媒
介
を
經
ず
k

K

接
露
出
し
て
ゐ
る
0

從
つ
て
、
他
の
生
淹
諸
形
態
ど
の
it

破 

.

硏
究
は
、
今
日
の
か
、
る
特
殊
形
簏
ょ
6

生
，ず
5

物
化
意
識—

物
神
崇
萍—

ょ
6

荇
人
を
解
放
し
、
物
的
關
係
は
、

跟
竟
す
る
に
人
的
關
^
,の
特
殊
な
現
象
形
態
艾
外
な
ら
ぬ
乙
$
を
现
解
せ
し
む
る
に
役
立
0
。
,

.

(

ー
0

商
品
生
產
社
會
の
歷
史
形
態
.；は
、
結

局

、
各
歷
史

的

段
.
階
を
實
.徹
す
る
自
然
法
則
办
#
殊
な
现
象
の
仕
ガ
に 

外
な
ら
ぬ
o

然
る
k

、
彼

：の
：物

化

意

識

は

、

■
.

こ
の
特
殊
な
：歷
史
的
形
態
を
れ
自
身
が
、
永
久
的
自
然
形
態
た
る
か
の 

感

を

抱

：か

し

；

€

る
：。.
各
歷
史
的
段
階
：の
巡
職
は
、
吾
人
を
し
て
自
然
法
則
の
何
た
る
が
-?
:

認
識
せ
.
し
め
、.
今
日
の
特 

殊
形
]&

の
特
殊
形
態
.た
る
所
以
：を
知
ら
し
め
る
9

ミ
の
ニ
.'つ
の
理
曲
-1
6

、

マ
ル
ク
ス
は
、
各
人
^

か

>
る
巡
禮
を 

な
^

し
.
外
て
.

商
品
生
産
の
歷
：史
的
形
態
の
特
質
を
把
振
せ
し
め
ん
S

し
て
わ
る
の
で
あ
る
。
而
し
て
、
五
：
人
^

%

 

刺
梁
邦
を
起
^

し
め
5

商
品
生
.
库
諸
關
係
の
特
殊
形
態
は
、
：努
働
注
產
物
.
の
價
値
'
形
態
で
あ
气
：
ミ
の
價
値
形
態
は 

又
彼
の
自
然
法
則
が
商
品
生
產
社
俞
k

於
.て
取
る
特
殊
な
現
象
形
態
で
も
あ
る
.
の
で
あ
'
る
。

.

妙
^
云
ふ
自
然
法
則
ど
は
，
向

然

的

.-
物
理
的
乃
至
.純

技

術

的

な

る

：も.の
で
は
*
く
，、
祉
#
的

な

法

則

で

あ6
、 

Ml
會

的

產

諸

關

係

が

：存

續

す

る

爲

，め

の

不

可

缺

の

前

提

.で
：あ
る
。
自
然
法
則
备
の
も
の
は
、
總
て
の
f
t
#的
：生
產 

!i
f

l

#

k共
通
す
る
杣
象
的
規
定
。
生

產r

般
に
關
す
.る
规
定
.
.で
.あ
.る
。
/若
し
名
硏
究
が
か
、
る
塗g

ー
般
^
止
爻 

る
な
ら
ば
、
如
何
な
る
生
產
諸
關
係
も
现
解
さ
れ
#
仏
い
o
蓋

し一

定
の
歷
史
的
段
階
は
歷
见
的
特
質
を
布
す
る
も 

の
で
あ
6

向
-然
法
則
は
、
>

の
歷
史
形
態
の
.衣
.を

轉

っ

て

現

象

す

る

か

ら

，で

あ

る

。
故

^
、

I

定
の
，歷
史
的
段
階 

を
理
解
.せ

ん

が

爲

め

ド

は

、
，
か

、
，る

歷
*
的

特

徵
?:
现

解

，
せ

ね

ば

な

ら

ぬ

.が
、
：然
し
己
の
鄯
は
？

の
不
必：

要

を

霞

す
f

の
S

な
い
。：
寧
ろ
、
特
殊
形
態
を
れ
ほ
體
が
永
久
的
ぬ
然
形
態
た
る
外
觀
を
恶
す
る
揚 

合
.

乙
の
外
觀
を
引
会
剝
い
で
、
そ
れ
の
歴
史
的
た
る
所
以
を
示
す
爲
め
に
は
、
内
然
法
則
の
認
i»
は
頗
る
重
要
で 

あ
る
o

マ
ル
ク
ス
が
乙
の
熱
を
强
調
し
な
か
つ
た
0

は
、
■か
V

る

生

產

ー

般

は

办

明

め

现

で

あ

々

.
、

且

づ

古

典

派

過
 

濟

學

は
乙
の
»

.

究
(C

の
み

-I
J

:

^
つ
て̂

の
缺
觀
を
.露

呈-'
1
.
.て
ゐ
る

z
 

S

?:

痛
感
せ
る
爲
め
で
あ
ら
ぅ(

Bf
c

一
 

六̂

^

豸

笫
ニ
’

六

卷
C

5

ハ：五.；}

努
働
僧
俯
說
の
蒜
本
的
考
察
. 

第
三
號 

>

 し



笫

ニ

十

六

卷
S

ハ
六)

荔

働

繼
I
:寒
本
的
考
察
：

 

.

證

號

.

は
、：
自
然
法
則
の
3!

解
は
輝
史
的
形
態
の
观
解
0

前
提
で
_あ
>

、.
5I
k

ば

努

働

價

植

說

，
の

理

解

は

w

っ
て
、
遥
ぞ
f

 

要
で
ぁ
る
ど
信
ず
る
o

故
^

先
づ
、
由
然
法
則
其
：_

身
を
考
察
し
て
、
然
る
後
R

、
そ
の
歷
史
的
形
態
k

入
ら
ぅ
ど

®

.
ふ
：0
'

ニ
.

 
V;
 

, 

'
:
.

.

.

.

;
.

^
l

:
>

M
J

b
a

s
I

c
a

p
l

.
t

a
I

,
B

d
.

L
^

^

r
I
K

&S.1.

山ノ
.
■̂
典
ぎ
轱
濟

#
が
，-
£
!
然
&
3
.にの
み

^
ま
つ

.て
、
.そ
，.の
.缺
.點
を

^

し̂
た

^
は
--
-.ムふ
.も
.の
.
\、
マ
ル
.
.クス
の

.M然
法
則

w
-l
-rl
典
^
派
の

そ
れ

m

 

S
し
て
.は
な
ら
ぬ
。
こ
の
相
違
は
，
以
下
に
於
て
、
マ

.ル
ク
ス
のs

然
法
則
の
篮
せ
ら

4
る
に
從
ひ
、
明
ら
か
ミ
な 

る
で
あ
ら
う

0四

生
產
に
於v

人

間

が

音

入

〃

込

む

_

離

係

は

.、

こ
n
を

黎

1
霖

_

.
證

係

基

働

_

的

生

霧
 

1
係
ど
の 
一
1
つ
に
分
0
こ
ビ
が
出
來
0
。
而
し
て
、
雨
者
ば
統
一
せ
ら
れ
て
、
玆
に
一
般
歴
史
的
段
階
の
社
會
的
生 

產
諸
關
係
を
梢
成
し
て
ゐ
る
の
で
あ
る
，？
社
會
經
濟
的
生
產
諸
關
係
ミ
は
財
產
關
係
及
び
階
級
其
他
を
意
味
す
る
も 

の
で
あ
6
、
勞
働
技
術
的
生
產
諸
關
係
ビ
は
、
社
會
經
濟
的
生
.產
諸
關
係
の
物
質
的
生
存
諸
條
件
で
あ
っ
て
、
li
h
fr 

^
ノ
ノ
か
及
び
丁̂

やマユフクチュァ內の努

#
組
織
等
を
意
味
す
る
d

セ
}。
生
淹
諸
力
は
純
技
術
的
な
る
、
 

V

び
.
、
み

で

は

ォ

く

人

:̂:初
互
作
刀
の 

一
/L
の
仕
力
ー
社
會
的
S
係
I
-̂

れ

自

身

も

亦

一

つ

の

生

產

力

な

の

で

あ 

る
。
即
ち
.、
生
產
諸
ヵ
ど
生
產
諸
關
係
は
一
部
分
に
於
.
.て
交
錯
し
，
.生
.產
諸
カ
.の
.一

部
分
は
生
產
關
係
のI

部
分
で 

も
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
の
交
錯
せ
る
部
分
こ
を
勞
働
技
術
的
生
產
諸
關
係
で
ぁ
る
。
換
言
す
れ
ば
、
勞
.働

後
術
的
生 

產
諸
關
係
は
，を
1
自
#

-く
刷
會
的
方
.而
.::
1

.々

考
翁
し
た
揚
合
の
；生
...
產
カ
.

 ̂

。
.
.ブ.
ニ
 

n

yシ

.

.の

誤

1

は

.

.
、

.生

產
カ
ど
生
產
諸
關
係VJ

を
別
個
の
も
のVJ

し
て
切
6
離
し
、『

生
産
力VJ

生
產
諸
關
係V

J
の
間
の
矛
盾
は
、
ニ
種
類 

の
生
ft
諸
關
係
の
間
の
矛
盾
、
即
ち
社
會
の
生
產
諸
關
係
に
存
す
：る
内
的
矛
盾』

、註一

八
ソ
た
る
事
を
認
識
せ
ざ
り
し 

i
g
R存
す
る
。
社
會
經
濟
的
往
產
諸
關
係
は
勞
働
技
術
的
生
產
諸
關
係
ょ
6
發
生
し
、
そ
の
ー
定
の
發
展
段
階
に
對 

應
し
て
ゐ
る
ヒ
ー
5

»
に
、
.ニ
.猶
類
の
生
產
諸
關
係
の
統
：
ー
が
存
す
る
。

，：

.

.

.

.

.

. 

V, 

_ 

.

.

0
一
 

七
熒
働
挟
術
的
生
.跑
諸
關
係
:̂

社
#

！!
濟
的
.生
產
訢
關
係
ミ
の
做
別
ど
、
そ
の
.
取
祓
.ひ
方
.は
、

1U
に
、
マ
ル
テ
ィ
ノ
フ『

社
愈
の
.可
励
的
均 

ぐ

衡
.お
ょ
び
社
#

w

環
掠
ミ
の
間
の
交
瓦
關
係』

(

廣
岛
宛
吉
譯
、
|-

1
1揚
社
版「

デ
パ
リ
ン
唯
物
史
觀」

批
判
に
收
め
ら
&〕

に
依
つ
た
、
||

1
し 

マ
ル
テ
ィ
ノ
フ
は
プ
レ
バ
ノ
フ
に
從
つ
て
"

熒
働
技
術
的
生
鹿
諸
關
係
を
1
生
麻
過
程
に
お
け
る
虫
鹿
者
の
||
'1
接
な
る
關
係(

例
へ
ば
エ 

場
や
マ

=
ユ
フ
ァ
ク

チ

ネ
ア
内
の
發
働
紐
織
、』

ゴ
解
し
て
、

«1
1:
會
的
分
槳
を
こ
れ
ょ
：リ
盼
.い
て
ゐ
.る
0
紙
教
は
，マ
ル
テ
ィ
ノ
フ
の
5|
-:张 

す
る
€
こ
ろ
ミ
同
じ
琎
出
に
湛
い
て
、
社
脊
的
分
業
を
も
こ
れ
に
加
へ
#

る
^

0
へ
る
0
蓋

し

、
社

會

的

分

業

そ

れ

.

[£
|
身
一
つ
の
也
鹿
力 

で
あ
る
こ
ミ
は
、
ド
イ
ツ
チ
エ
•
イ
デ
オ
0
ギ
ー
中
で
マ
ル
ク
ス
の
認
め
6
^

こ
ゐ
で
あ
る
0
:1
|
:ハ
處
に
於
て
、
マ
ル
ク
ス
は
、
社
命
的
な 

關
係
を『

多
數
個
人
の
相
:/
£

作
用』

ビ
沄
ふ
葸
味
に
解
し
、『

相
瓦
，作
/»
の
‘か
\

る
佔
方
は
、
そ
.れ
扭
體
ひ
^

つ
の「

生
跑
カ
し
で
あ
る』

 ̂

述
べ
て
ゐ
る
が
、
.社
會
的
分
業
、
社

#
的
勞
俲
の
紐
織
.は
明
ら
か
に
此
の『

多
数
例
人
の
.
相
:/
/
:
作川』

に
含
ま
るY

 

$
も
の
で
あ
る
。

：il
l 

ら
に
、

マ
1ル
.一
ア
ィ
ノ
フ
は
、『

社
#

經
濟
的
生
鹿
訊
關
係
が
、
分
業
か
ら
、
.即
ち
努
働
技
.術
的
也
產
諸
關
係
か
ら
發
虫
す
るJ

V
J

述
べ
、
こ 

れ
に
つ
づ
い
て『

階
級
分
裂
の
极
柢
を
な
す
も
の
は
、
分
業
の
法
則
で
あ
る』

ミ
の
エ
ン
ゲ
ル
ス
の
文
句
を
⑴
州
し
て
ゐ
る
が
、
此
の
場 

,

合
の
分
業
.迖
は
，
社
脅
的
分
業
を
も
意
味
す
る
も
の
^
解
す
る
の
が
常
然
：.：で
あ
ら
ぅ
:0
;

註
ー
八
マ
ル
テ
ィ
ノ
フ
、
前
揭
諭
文
.
八
艽
茛

-
* 

■
■ 

■ 

■ 

 ̂

, 
: 

: 

.

.
ノ- 

... 

■-
 

...

マV

ク：

ス
勞
働
價
値
說
の
茈
礎
に

♦
か
れ
た
、
前
述
の
自
然
法
則
と

.は
、
か
、
る
勞
働
技
術
的
注
埯
諸
關
係
を
贳 

<
べ
き
、

1寒
の
秩
序
；で

.あ
ヴ
て
、
己
れ
が
商
品
生
產
社
會
に
於
け
る
特
殊
拖
態
に
現
象
す
る
時
丨
そ
れ
は
價
値
法 

f

-£
ハ
卷
塗
ハ

.七〕

，

奮
價
値
說

$
本
|

察 

S

S

九一



,

.
■
十
f

 

.

f
 

, 

蜜

號

九

一

一

則
柘
外
な
ら
灼
め
：
で
あ
る
：：。
然

ら

ぱ

、

.
勞
_

_
術

的

揉

淹

諸

關̂

(
I 

)

社
會
氓
.生
產
^

於
七
：：は
;'
人
：間
：仗
：.1,

寒
の
社
#

的
勞
働
の
紐
織
：k

A

{

込

み

、
：何

等

：か
め
仕
方 

の
爲
め
I

働
し
合
は
ね
ば
：f

ぬ
。
故
k

、
.
霧
の
個
人
的
勞
働
は
必
ず
や
^

後

言

す

れ

ば

、
，
各

個

人

，の

勞

働

は

何

等

か

の

仕

方

^
於
：'て
肿
會
的
.分
業
：の
ー
：肢
體
を
辨
成
せ
ね
丈
な
ら
^
の
で
あ

る
。
 

 ̂

ニ.
.:
:
.
'
:

.

.

 

.ノ 

.

 

,

 

.

.(

一
し
a
會
的
分
業
は
、
ft
#
的

欲

舊

質

ど

最

S

應

じ

1

宠
の
質
的
編
制
、
並
S

S
的
編
制
を
有
す
る
。
 

X ®
つ
て
、：
*!
#
的
棘
勞
働
最
は
、.
何
等
か
の
仕
方
で
si
:

#
的
分
業
の
質
的
'
•
«的
編
成
^
向
つ
：て
^

费

1^
>

^
» '
か
3 

ぇ
ね
ば
次
ら
g
o 
Z
の
賓
ば
Ml
:
#'
的
生
產
が
W
生
淹
過
程
^
，し
て
存
腠
し
て
行
く
爲
め
^
は
、
絕
身
灼
.こ
^
要
で
b

る
。

.

'
じ

：
 

パ

.

,

(

三)

然
る
に
力
、
る
比
例
.S

K分
.

$

不
呵
缺
の
前
提
は
、
配
分
>

る
べ
き
^
會
的
總
勞
働
量
を
鄕
成
す
る
個
人
的 

努

: ?
.、

v f
f

: I
並
び
K
そ
の
個
人
的
特
殊
性
の
捨
象
を
經
て
祉
會
的
集
均
せ
ら
れ
、
同

1.

單
&

VC
還
元
3
れ 

て

;If
f
:
#的
平
等
勞
働
ど
な
つ
て
居
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
ふ
こ
ど
.で
あ
：る
C

5
九)

0 

.

能一

九
ィ
丨
•
ル
丨
ビ
ン
$

.

|的
勞
働
の
粗
豐
構
成
す
る
努
働
.
§
表
を
、
2)

社
|

勞
働(

5
配
分
|

(

5

H
點
に
歸
し
て
ゐ
る
り

C

ィ
|
ん
ー
ビ
ン
、
哬
野
诹
弘
譯
、
マ
ル
ク
ス
體
系
に
お
け
る
抽
象
的
祭
働W

價
値
丨「

マ
ル
ク
ス
細
濟
學
の
极

:

本
間
1」

盎
開
版
參
照)

以
上
の事

：：

は
、
乙
れ
を
交
換
の
媒
介
な
さ
統
制
經
濟
k
就

い

：て

考

察

す

れ

ば

、
：

.最

も

明

味
^
看

取

せ

ら

れ

る0
統

制
經
濟
匕
於
て
；は3
 

,
v
.
.
: 

.

(

一)

個

人

的

勞

働

のft
#
的
^
働
へ
の
轉
化
は
、:

何

等

の

媒

介

を

も

經

ず

：に
.、
個
人
的
勞
働
の
.特
殊
性
の
爻
、
痕 

接
的
^
行
は
れ
る
。：
 

‘

(

ニ)

社
#

的
；總

勞

働

量

は

、
統
制
者
の
'
手
^

依
多
、
韋
識
的
に
社
侖
的
欲
望
の
體
制
R

向
つ
て
配
分
せ
ら
れ
る
。

:
(

三)

此
隹
分
化
際
し
て
、
個
人
的
勞
働
の
耻
會
的
平
等
勞
働
へ
の
還
元
'
は
、
客
観
的
社
會
過
程
丨
例
へ
ば
交
換
過 

p

—

it

於
'て 
<

は
な
く
、
.:
-
統
制
者
の
腦
裡
で
行
は
れ
る
|

1

;0
>

?

■

駄
ニ

0

2
し
個
人
的
勞
働
：の
社#的
勞
働
へ
の
轉
化
、

：w
a
0

個
人
的
勞
働
の
社
脅
的
平
绦
勞
働
へ
の
還

1R 、

ミ
は
上
，述
の
說
明
に
於
て
は
、

1
J1
?
矛
描
す
る
も
の
X
如
く
で
あ
る
。
親
し
、a

〕

に
於
い
て
は
個
人
的
勞
働
が
共
特
殊
性
の
ま
、
社
會
的
勞
働
ミ
な
る
に
反
し
、
 

(

三〕

に
於
て
は 

>個
人
的
勞
働
は
特
殊
性
を
抬
象
せ
ら
れ
て
社
#
的
；牛
等
勞
働̂
な
る
か
ら
で
あ
る
。
然
し
乍
ら
、
0

0に
於
け
る
個 

人
的
努
働
の
特
涨
蚀
の
捨
象
は
'
平
に
統
制
密
の
腦
裡
に
於
て
の
み
な
さ
れ
る
の
で
あ
ク
て
、
社
僉
的
過
程
に
於
て
は
起
ら
な
ふ
の
で 

あ
る
？
.而
も
、'(

1
0に
於
け
る
、.

『

媒
介』

な
る
語
は
、
社
舍
的
過
程
，に
ょ
る
媒
介
を
意
味
す
る
も
の
で
あ
つ
て
、
職
裡
に
於
け
る
媒
介 

作
用
を
意
味
す
る
も
の
で
は
な
い
。
敗
に
、
-2〕

^,
@.
«
は
ぎ
_
矛
麻
せ
：ぬ
の..で：ぁ.
.る
=-
9〈

『)

に
於
.け
る
、！

r

何
等
の
.
.媒
介
纪
.も
經
ず』 

な
る
文
句
は
、
統
制
經
濟
を
交：

換
經
濟
>ト
對
比
せ
し
め
る
時
、
初
め
て
意
味
を
持
つ
て
來
る
0
交
換
經
濟
し
に
於
て
は
、
交
換
>.-云
ふ
社 

:
:'
;
:
#的
過
程
：の.媒
介
を
經
.て
1|
め
て
個
人
的
勞
働
は
.社
會
的
#
働
に
轉
化
す
る
か
ち
で
：あ
；る

0
軍
に
此
社
會
^

社
命
的
平
等
费
働
ヘ
'
の
還
元
も
亦
、
此
社
僉
過
程
.の
雄
.介
に
依
リ
、
人
問
の
意
識
ょ
リ
獨
か
い
0
行
は
れ
る
。
努
働
の
質
藉
及
び
、
個

.

.

.

.
 

• 

' 

- 

.

.

.

.

. 

• 

'

人
，的
勞
働
の
特
殊
性
を
捨
象
し
て
、
と
れ
を
社

#
的
に
平
均
化
す
る
過
程
が
、
統
制
荞
の
腦
裡
に
於
て
^
は
な
く
、
人g

意
識
ょ
り
獨 

.
立
し
た
社
#
的
過
程
に
ょ
”
行
は
れ
る
ミ
云
ふ
こ
さ
の
ぅ
ち
に
商
品
生
齑
社
會
.の
一
特
殊
形
態
が
祁
す
る
の
で
あ
る
0

一

五 

.
_

. 

- 

.
'
-

. 

■ 

. 

. 

-

:

. 

/ 

. 

... 

• 

' 

• 

.
•
.
.

ノ (

.：1
:
>個

：人

：
的

聲

働

め

.
#貴

的

：
勞

：
働

(

へ

爲

：
化
へ
：
£

v
m'-
-

;:
¥

六

卷

c

四
六
.九)

,;
.
^
.働^

說̂
の
逖
本
枘
泰
：
 

：
.

s
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笫
ニ
十
六
卷
.(

四
：七
8
ン
篇
憤
値
說
の
基
本
的
考
察 

S
一

壊

L
四

(
三)

個

人

的

努

働

：の1!
:
#
的
：平

等

勞

働

：へ0.
還
充
ど
ば
、
如
何
な
る
社
會
的
生
產
諸
關
係
を
も
贳
徹
せ
ね
ば
な
ら
ぬ 

然

法

則w

し
て
、

マ
ル
ク
ス
の
呼
ぶ

ビ
こ
ろ
の
も
の
で
あ
る
。
此
m
心
想
を
表

白

す
る
重
要
な
資
料
は
、
一
八
六
八 

牟

七

乃

十一
日

附

の
ク
！
ゲ
火
マ
ン
宛
て
マ
ル
ク
ス
の
書
简
'で
あ
つ
て
、

レ
1

一y

は
夙
に
、『

勞
_
價
逭
說
R
身 

す
る
.マ
グ
ク

ス
の.
見
解
を
、k

る
含
蓄
多
く
說
明
し
て.
ゐ
る』

1

5

も.
の
ど
し
て
、
マV

ク
ス
歼
充
者
の
注
意
を 

促
し
て
ゐ
る
.°
'か
、
る
注
意
の
下
^
、
マ
ル
ク
ス
の
文
献
を
見
る
時
に
は
、
ク
，
ゲ
ル

マ
ン
宛
の
番
简
を
俟
つ
ま
で 

も
な
く
、
初
期
の
：

『

哲
學
の
貧
困』

以
.來
ク
常
■
S

M
R

.、
そ
の
勞
働
憤
値
說
の
基
礎
^
.、

此

.
息

法

則

が

あ

か
 

れ
て
來
た

も

の

で

あ

；る
V

S
5:
知
6
得
る
タ
然
し
、
彼
の
述
作
を
通
じ.
て
、
此s

然
法
則
其
れ
自
體
R
關
す
る
叙
述 

は
始
ん
ミ
な
く.
あ0

て.
も
極
め
て
暗
示
的
^
し
か
述
べ
ら
れ
て
は
居
ら
5
。
故
に
吾
人
は
、
マ
ル
ク
ス
，の
暗
示
的

叙
述
よ
ゥM

れ
を
組
立
て
、
行
か
ね
ば
な
らg

c

餘II

一
 1 >

。

.

.

.

.

.

.

.

.

.

. 

. 

.

.

.

評

ニ

ー
^
s
> 

wrleie 

g Kugelmpnn, 

s
n
r
.
t
l
n
g

i

 l
l

上
述
のs

然
法
训
の
叙
述
も
、
纸
对
の
斛
釋
に
止
ま
る
。

『

一
年
4
ム
は
ず
、
«
數
週
間
で
名
、
.勞
働
が
停
北
^
れ
.た
.揚
合
^
は
、
如
何
な
る
國
民
ど
雖
も
死
ん
で
し
ま
ふ
で 

あ
ら
ぅM

ど
は
、
ざ
ん
.な
子
供
で
名
よ
く
知
つ
V

&
る
。
同
じ
く
、
種
々
な
る
欲
望
忆
適
合
す
る
諸
々
の
生
齑
物
の 

數
量
は
、
«:
會
の
總
勞
働
の
種
々
な
る
、':
且
つ
量
的
に
規
定
3
れ
た
る
.、
數
量
?:
必
要
ど
す
る
M

s
も
、
周
知
の
®
. 

で
あ
る
。
社
會
的
勞
傭
の
.比
例
的
配
分
の
か
、
る
必
.然
性
は
、
.社

富

謹

の

一定
の
於
f

よ
り
揚
棄
3
れ
る
も 

の
で
は
な
く
、
.寧
ろ
取
に
、
其
現
象
の
仕
方
を
戀
^-
る
の
み
で
あ
る
^
宏

ふ

Z
ビ
も
自
明
で
あ
る
。
自
然
法
1
は
患 

じV

揚
棄
3
れ
得
ざ
る
も
の
^
あ
る
0
顧
丧
的
^
異
れ
'る
形
態
の
下
で
變
ず
る
も
の
は
彼
の
法
則
が
贳
く
形
$

の
み

- 

'
.
.
.

一• 

. 

. 

- 

.

.

.

.

. 

V
. 

. 

. 

.

で
あ
る
。
を
し
て
、II
:
會
的
勞
働
の
聯
鉻
が
、袖
人
的
勞
働
生
產
物
の
私
的
交
換
ビ

し
て
行
は
れ
る
ビ
.こ
ろ
の
社
會
狀 

態
に
於
て
、
か

、
る
比
例
的
配
分
が
賞
徹
さ
れ
る
を
の
形
態
は
、
疋
^

こ
れ
ら
生
齑
物
の
交
換
偾
値
で
あ
る
.

』
(

註
ニ
3
 

評
ニ
コ
ー 

M
a
r
x
,
w
n
d
f
e

p
p

Ivugelsann, s,. 5
3
_
4
「
Elenlentar

trfiicller 

des IcorTJnunislus)

此
#
简
に
於
.て
は
、
'努
働
の
比
例
的
配
分
が
肖
然
法
則
^
し
て
强
調
サ
ら
れ
、
自
然
法
則
の
歷
.史
的
形
態
ど
し
て 

の
交
換
愤
値
勞
働
生
產
物
の
價
値
形
態
の
意
義
が
略
述
さ
れ
て
ゐ
る
。
然
し
乍
ら
、
勞
働
の
此
例
的
配
分
ど
はI
體 

何
を
意
咏
す
る
か
。
如
何
な
る
場
合
を
比
例
的
ビ
苯
ひ
、
如
何
な
る
場
合
を
失
此
例
的
>

」

云

ふ

の

か

、
換
言
す
れ 

ば
、
勞
働
配
分
の
均
衡
を
賞
く
秧
序
ヒ
は
如
何
な
る
も
の
で
あ
る
か
、
k
就
い
て
は
、
以
上
の
叙
述
は
何
等
/̂
れ
を 

說
明
せ
ず
、

»
、
子
供
で
も
知
つ
て
ゐ
る
自
明
の
理
，/

」

し
て
片
附
け
て
ゐ
る
ド
過
ぎ
な
い
。
筆
漭
•かS

然
法
則
^
し 

て
母
げ
た
第
一
の
も
の
、
即
ち
#
人
的
勞
：働
の
11
*

#的
勞
働
へ
の
.轉
化
は
、
^
較
_的
向
明
で
あ
る
が
、
此
間
題
は
決 

し
て
自
明
の
现
で
は
な
い
。
故
^
、
吾
人
は
内
らM

の
均
衡
を
賞
く
秧
序
を
導
さ
出
.
3ね
ば
次
ち
ぬ
ぺ
能
ニ
0
0

評
ニ
四

a
然
決
則Q

.
®
j
;

.個
入
1的
勢
働
の
社
脅
的
勞
働
へ

.の
_
化
の
問
題
は
、
热
働
配
分
の

.前
提
で
あ
，り
、
比
例
的
配
分
を
贳
く
救
呼
の
解 

叨
の
際
：に
說
明
す
る
。

 

.

.

?

、

此
問
題
k
於
い
て
は
、

一
方
^
社
會
的
欲
親
が
あ
々
、
乙
れ
代
對
し
て
、
他
方
^
配
分
3
る
べ
&
社
會
的 

勞
働
が
あ
る
.。
先
づ
、
前
：渚
か
ら
：考
察
し
て
行
か
ぅ
。

'

充
足
^
る

べ

さ

社

會

的

欲

蜚

は.
種
類
で
は
な
く
、、
多
種
多
様
で
あ
つ
て
、
而
も『

各
欲
望
の
範
圆
は
il
l

的
^
異
る 

も
の
.で
あ

o
v

、
一 .

つ
の
內
部
的
紐
帶
に
ょ
气
相
異
つ
た
，量
の
欲
望
が
、
原

生

的

の

1
'

體
妃
連
結
さ
れ
.

』
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5
.
^
- 

- 

0.̂
. 

K 

.■
此
»

^
引
用
す
_る
資
本
論
0
1
.節
化
於
：て
、
#

人
が
奇
.興
な
思
a
を
す
る
の
は
、

マ
ル
ク
ス
が
欲
望
を
互
^
履
的 

k
關
係
せ
し
め
て
ゐ
6
.ビ
.云
ふ
事
で「

あ
6'
',
0
商
品
.分
：祈
の
場
合
^
於
け
る
マ
ル
タ
ス
の
論
法
0

1
六
0
を

以

て
す
れ 

ば

、

貴

的

此

較

は

質

的

統

：

一

を

前

提

ど

し

て

初

め

て

可

能

で

あ

る

。
質

的

楚

興

の

下

に

於

て

は

量

的

比

較

は

[/
|
|
題
ど 

.な
6
得
な
い
。
上
述
の
W
用

文
^
於
て
は
、

マ
ル
ク
ス
は
明
ら
か
に
：諸
欲
望
：を
嫌
的
^
觀
察
し
*
的
'比
較
?:
行
つ
て 

ゐ
る
。.

即
ち
、
彼
れ
：は
、「

社
會
的
欲
襄
'?
:
統

一

的
觀
»
か
ら
«
察
し
、:.
質
的
^
統
：
一
せ
ら
れ
た
-欲
望
：を
問
題
ビ
し
て 

ゐ
る
譯
で
あ
る
。
更
に
、
社
#
的
欲
蔚
體
制
を
«
成
す
3-
各
部
§
2
が
、
夫

々！

宛
範
麵
を
有
し
て
、
相
互
^
均
衡

 ̂

態
に
あ
る
ビ
运
ふ
_
肖
身
、
欲
望
の
質
的
統
r
?r
前
提
せ
ず
/,
ば
，考
へ
ら
れ
ぬ
事
柄
で
あ
る
。
蓋
し
、
か

yる
均
衡 

の
®
雄
は
'
.

1

に
各
剖
門
の
欲
敦
滿
足
の
均
等
丨
社
會
的
勞
働
の 

一
m
位
量
k
ょ
6
得
ら
れ
る
ぐJ

^

ろ
の
次
紫
滿
见 

の
均
等—

^
存
す
る
か
ら
で
あ
る
。
思
ふ
^
、
，か

、
る
考
察
の
仕
方
は
此
引
州
文
を
俟
つ
ま
で
も
な
く
、

マ
ル
ク
ス 

が
勞
働
配
分
法
則
を
問
題V

す
る
場
合
、
常
に
行
つ
て
：ゐ
る
ど
乙
ろ
の
も
の
で
あ
る
。
諸
欲
望
を
以
h
の
如
く
取
及 

は

ず

./
5
ば

.:
'
こ
れ
に
.
*
£つ
.て
'
«/
,會
rl
<
總
#
働
*

¥
比
.
.的̂
^
配
分
す
<>
な
パ/

i. 
y
云
ふ
^
は
^
く
^
?
^

v
j

なo

 

ょ 

い

蓋

I
、
此
例
ビ
は
丧
的
阅
題
で
あ
，6
、
諸
欲
望
が
夫
々
質
的
^
.相
違
し
て
量
ビ
し
て
問
題
ど
な
し
#
ざ
る
狀
.
1 

^
あ
る
埸
合
化
は
、
全
く
考
へ
ら
れ
ぬ
こ
ど
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
然
ら
ぼ
、
社
會
的
諸
欲
望
の
贺
的
楚
異
を
捨
象 

す
れ
ば|

體
何
が
殘
る
で
あ
ら
ぅ
が
0、:

是
R
於
て 

> 
菩
人
は
、

マ

X
ク
ス
の
使
.用
.價
値
な
る
S
念
で
は
間
^

合
は
な 

く

龙

り

た

乙

匕

を

認

め

ざ

る

：を

得

な

く

/1
,る
.？
諸

嫌
1

0:
脔
1'
.を
*
象

し

ズ

、
同
V
M
位

:̂還
元
す
る
場
合
、

マ
 ̂

:

■.
 ;

,'
. 

■

.'
■
.
..
■

.

; 

• 

■■
:

.'.
'
.
I..
,
I.
.
.
.

-
1
=
5
醒=
=
= 
一- 

I
-I
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-
- 

…

墨 

i
l
i
—
g

肩
i雇
S
__I
S
I
I
5
1
5
P
E
J
I

灌^̂
^
^

 

j

L:1

卜 JEJm§
ug,wggBgJMMMga5g^^

■

ク
ス
の
使
用
.偾
値
：̂

代
.る
へ
、へ
会
.も
の
.は
效
用
で
あ
る
メ
而
も
、
紙
會
的
欲
望
^

對
應
す
る
も
の
次
る
以
上
、
燠
國
舉 

派
の
問
題
ど
す
る
個
人
的
效
/[
]

で
は
な
く
、
社
會
的
效
用
.で
な
け
れ
ば
次
ら
ぬ
8
ニ
さ
。

:

註

ニ

六Marx,a 

a. 

0
. 

s
‘
1
6
.

河
.上
、
宵
川
譯
前
揭
書
六
四
莨

.

.
; 

fi
:
ニ
七
社
#

的
效
;I
I

t£

は
.何
；で
あ

る

'
か
、
と
れ
ミ
個
入
的
：敦
;|
1

>

」

の
關
係
如
何
、
の

.間
煺
は
脱
る
難
叫
で
あ
る
？
社
僉
的
效

;)
]

の
理
論
を
樹
立 

し
た
も
の

..には
' 

.
，グ
.ラ 

I ク(Clark, 'Tile. Distrib&ion of Wealth, A, tLeory of ..■
res,, inter

ft-st'and T̂rosts,. .189.9 

-及
び
、

.

.
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彼
れ s
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荊
述
#
.セ
>

グ
マ
ン
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(

g
o
op'
l E

l
e
m
e
n
t
,

 

i
n

 

t
h
e
'
.
t
h
e
o
r
y

 

o
f

 .
v
a
l
u
e
'
Q
u
a
r
t
e
r
i
y

 

J
o
u
r
n
a
l
o
f

 .
E
c
o
n
o
m
i
c
s
,
.

 V
o
l
,

 

X
V
.

政
れ
は 

v
&

n̂̂
效=

:
を

？：r

 

於
的 

S

E

r

l
sf
l

'.
#

#
 値
打
ち
あ
り
^

^
へ
る
ビ
と
ゐ
の
も
の
_
.

d:
p f

ん
だ
へ
が
.、
後
に
.
.

P
r
i
n
c
i
p
l
e
s

 

o
f

w
8
§

g.
o
s 
で 

は
そ
の
部
分
を
削
.除
し
て
ゐ
るy

か
あ
る
。
ク
ラ
'丨
ク
の
社
會
的
欽
川
の
理
論
は
、個
人
の
場
合
を
そ
の
ま
\
社
舍
に
移
し
た
も
の
で
あ 

る
が
.、
個
人
ょ
リ
川
發
し
て
社
會
を
說
叨
せ
ん
>
/す
圣
塊
幽
學
派
の
方
法
に
對
し
て
、
帥
脅
金
體
ょ
り
出
發
せ
んw

せ

し

方

法

は

注
：：：： 

に
倒
す
る
0(『

：
.：
劳
し
全
社
#
.が「

、
實
際
上
一
，人
.の
.人
の
：如
ぐ
行
励
す
る
な
ら
ば
*
そ

の

社
#-
は

あ

ら

ゅ

る

货

財

に

っ

き

か

や

ぅ

な

测 

定
を
爲
す
の
.で
あ
っ
て
、
多
く
の
測
宛
#
が
存
す
る
ビ
い
ふ
事
赏
か
ら
趣
る
而
倒
は
消
滅
す
る
ノ
货
に
市
揚
は
か
ナ
る
結
张
を
保
隙
す 

S

もS

で
あ
る

'0
蔻
し
社
脅
は1

眾
位w

し
て
！
恰
も
|
個
.人

的

眞

手

の

如

く

ー

沾

動

す

る

か

.ら

で

あ

い0』

傍

鮎

维

洛

丨9
&
>

 ̂

r

i

l

p
 

P. 

3
3
0'林
耍

譯

四

九

宄

贫0し
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-

'

•
 

'

>
ル

ク
：ス
に
於
て.も
ノ
ロ
：ビ
ン
ソ
ン
を
以
て
社
會
に
骶
き
狹
へ
る
類
似
'0
論
氣
が
见
出
さ
れ
る
が
、
.愤

値

に

對

す

る

效

州

の

作

;|
]

に 

,

關
し
て
は
、
か
\

る
贬
界
效
;]
]

擧
派
の
發
展
现
論
迖
は
金
く
相
興
る
も
の
た
る
こ
ミ
は
、
後
述
す
る
:̂

こ
ろ
で
あ
る
。
资
本
制

"1
1:
食
の 

對
抗
的
分
配
關
係
に
ょ
る
*
社
' #
的
欲
望
の
现
象
す
べ
き
歷
史
的
：形
憩
の
.*
驻
だ
し
き
歪
み
に
關
し
て
も
、
ク
ラ
ー
ク
は
、
と
れ
•を
全
く 

間
題w

せ
ぬ
：0
M

に
极
本
的
相
逆
點
は
、
ク
ラ
ー
ク
が
限
界
船
现
ビ
立
っ
て
社
命
的
欲
1
れ
者
察
す
る
に
反
し
、
後
に
述
ぶ
る
如
く
、 

マ
ル
ダ
ス
は
平
均
®

察
に
立
っ
S

K
ふ
こ
.
^で
あ
る
0
.筆
者
は
、

1[
:
命
的
欽
;|
]

北(

3
體
に
關
し
て
多
く
9 

^•
:
.Jl
i
^-
合
.■
社
，#

5̂
欲
'^
の
質
^

統

r

 

5̂ 
w
題
な
：
の
で
あ
リ
：

社

俞

的

效

爪

办

間

粗

に

逢

^

^-
ざ
る
ノ
を̂
ぬ
の
で
あ
る
。
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マ.
グ
ク
ス
ぼ
齋
本
論
胃
頭
め
商
品
分
析
代
於
9
、
^
使 

.『
あ
る
物
の
：有
用
性
、
す
な
は
^
人
間S

何
等
か
の

0
0
S
M
012
ず
を
0
性

質

：は

、
そ

の

物
?:
使

用

價

値

た 

ら
し
め
る
0

し
か
し
乙
の
有
用
性
は
空
中
^

浮

ん

で

ば

居

な

い

？

そ
れ
は
：商
：品
體
；の

諸

廳

性

に

ょ

つ

で
制
約
せ
ら
れ 

て
をCN

、
商
品
體
な
ぐ
ん
ぱ
存.
立
：し
な
い
9
だ
か
ら
、：
鐡
、
小
麥
、
ダ
ィ
ャ
モ
ン
ド
、
等
々
の
如
&
商
品
體
仑
の
も 

の
が
、i

の
使
用
價
値
あ
る
ひ
は
財
な
の
：で
あ
る
。
：
丨

，諸
々
'の
使
用
價
値
の
考
察
^
當
^
て
は
、
例
へ
ば
何
ダ 

I
ス
の
時
計
、
^
工
ル
レ
の
Iリ
ン
，：ネ.
パ
、へ
何
ト
ン
の.
鐡
、
等
々
で$

上
ゃ
$
k
、
.常
紀
そ
の
量
的
規
定
性
が
前
提
せ 

&
れ
る
。』

(

傍
織
筆
考)
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m
^

.

.
マ
ダ
ク
ス
は
か
く
0
如
く
使
用
價
値
を
規
觉
す
る
：が
故
氏
使
用
價
値
：は
物
そ
の.
も
の
ビ
な
气
使
用
價
値
量.

は
、『

何
工.
グ
レ
の
リ
：シ
ネ
^ '
何
ト
Z
の
鐵』
ミ
い
ふ
：や
ぅ
な
•、
物
の
量W

な
る
。.
從
つ
て
使
用
價
値
の
®'
的
統1

は
行
れ
ず
1
«
用
價
値
羹
は
：有
用
性
の
程
度
ズ
は
此.
例
し
な
い
°-
蓋
し
、
有
用
性
の
程
度
ば
、
效
用
遞
減
の
法
則
に

從
つ
て
、
物
の
量
の
：：增
大
^
伴
；2
相.
對
敗
^
遞
減
す
る
：が
ら
で
あ
る
？
商
品
の
中
^
、
自
然
的
形
態
ど
價
値
形
態
ど

の
矛
盾
の
統
一
を
見
出
し
た
マ

yク
ス
_

證

法

ょ

り

は
、
' か 
>
る
使
用
價
値
規
定
は
夺
の
當
然
の
歸
結
で
あ
つ
て
、

か
く
規
定
し
た
i

そ
れ
爵
身
を
誤
れ

p
 

I

す
も
の
で
は
な
.
い
が
、
か

、
る
他
用
偾
値
規
定
の
外
化
、
有
用
性
の

猫
度
を
、
效
用
を
、.
問
題
？
せ
ね
ば
な
ら
ず
、
又
乙
れ
を
問
題V
す
る
乙
ど
は
、
彼
の
勞
働
價
値
說
を
何
等
損
ふ
も

の
で
は.
な
く
、>

\

;̂
フ

が

立

ち

入

つ

，
て

分

析

せ

^
办
し
社
會
的
欲
望
の
秩
序
を
說
明
す
る
も
の
で

於

夂

寧
ろ
、

マ
ダ
ク
ス
の
足
ら
ざ
る
所
.を
補
綴
す
る
所
以
で
あ

る
ど
筆
者
は
考
へ
る
の
で
ぁ
る
0
|
ニ
九〕

0

'誰

ニ

九

M
此
揚
合
の
補
綴w

は
折
现
の
意
味
で
は
.な
い6

慠
値
及
ぴ
價
修
量
が
あ
<
ま
で
も
抓
象
攸
人
||
1
1勞
働
'
社
#

肿
平
拗
勞
働
時l!
S
Jで
ぁ
ク 

.

て
、
こ

」

の
規
宛.に
社
'#
的
效
用
.の
一
分
子
だ
に
導
入
す
る
'̂
せ
を
許
さ
*さ
，る.所
以
は
後
述
す
る
-ミ
こ
ろ
で
あ
る
6
效
州
の
理
謫
は
社
會 

.V 

.

,■
的
欲
望
に
關
す
る
限
り
利
用
さ
れ
ぅ
る
の
み
で
あ
ら
て
、
價
値
.に
對
.し

て

は

'
そ
の
成
立.乂
は
：
實
现
の

.前
提
ミ
な
；る
以
外
、
：
全
く
無
カ 

で
あ
る
。
；

:

11
ら
R

、.
マ',

ク
_ズ
が『

&
用
«
値』

な
る
言
，葉
を11

樣
の
意
味
化
用
び
て
ね
る
事
を
想
®
す
る

の
は
、
上
述
の
事

情
を
考
察
，す
る
上
^
有
意
_

で
.あ
る
0

彼

れ

ば『

使

用

價

値』

を
以
て
：？

4

般
：的

は

は

、
物

の

自

然

的
性
質
丨

物

を

.の

も
の
を
意
味
す
る
も
$

^
し
_て
用
&
た
：る
^
反
し
，
‘特
殊
の
揚
合
に
は
.、
.社
會
的
欲
望
の
範
圍
を
現
は
：す
も
のV
し

て
用
ひ
で
ゐ
る
9
即

ち

、
、
個

々

の

.
商
品
に
就
い
て
：Y
は
な
く
、
特
殊
な
社
會
的
生
産
部
門
，

Q
.

そ
.の

時

々

の

總

生

産

物

■R
就
て.
語
る
時
、
マ
ダ
ク
ス
：は
、各
特
殊
部
門
^
對
す
る
社
會
的
欲
望
2:
:
、G

e
b
r
a
u
c
h
s
w
e
r
t

 

a
u
f

crQ
csellschaftlfĉ

r

P
I
S 

ftf
c
會
的
自
乘
R於

..

け
：る

使

用

價

値

』
(

高

畠

:

^

個

別

的

偷

品

の

鹿

用«

値

は

、
各

商

品

が

，そ

れ

自

身
^

於

イ
1
''

の
欲
望
を
：充£ :
:
せ
し
め
る.
.
.
€
'い
，ふ

事

實

に

懸

る

の
セ
あ
る
が
、
社
會
的
柴
產
物
天
量
^
於
け
：る
使
用
價
値
は
、："此
等
_の

生

產

物
が
各
特
別
種
類
の
：如

產

物

^

對
す
る

量
的
^
限
定
5

4
た
«1
:
會
的
欲
望
^
充
す
^
適
：じ
て
_ゐ

る

せい
：.

ふ
事
實
、：

隨
つ
て
ま
だ
、
.量
的
に
I
定
3
れ
だ
.乙
の

社
會
的
欲
.望
.̂
應
じ
七
勞
働
.が
相
異
つ
た
.生

產

諧

部

面

間

^
比

例

的

に

配

分
^

れ
^
ビ

S

ふ
事
實
に

懸

る

。
:

:

:

社
夤
的
..の

欲

望

、
，
：
語
-5
:
換

べ

：.で

ずべ
ば
社
會
的
自
乘
^
於
け
る
使
用
僙
値
は
，
ひ
の
場
合
相
異
づ
仏
特
殊
の
を
»
諸

部

面

が

疵
_
的

勞

働

時

間

の

上

忆

幾

許

づ
\
分
檐
す
4
か
:?
:
決
定
す
蚤
も
の
：ビ
し
て
勤
ば
.ル4

。
：

が
ブ
法
則
は
依
然

;

^

し
て
個
別
跗
撖
品
办
；場
：合

に

示

じ

た

^

^

ろ
の
％

の

ミ

同.
1
で
：.あ

る

。.；
即̂

:'
'
:商

品
0

便

用

價

値

は

、
::
'
'
'交
換
：價
値

. 

•

第
一
.
5
ハ
卷
令c

s
s

)

勞
働
憤
値
說
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本
的
考
察
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隨
：つ
.て
«
扣
傭
値
^
施
提
愁
を
务
の
^
ビS:

ふ
法
則
'

^
れ「

で
あ
る
o
こ

の

問

題

が

、
：
必

要

勞

.働
匕
，余
剩
勞
働
ど
.の
：
 

顧
f

-i
c
:-M
-#
>し
やf

が
：の
：は
、
若

-

^
そ

^
喇
合
が
破
&
相
る
ビ
す
尊
ば
け
商
品
の
價
瞭
隨
つ
て
欲
た
ぞ
れ
に
含
沈 

^
ネ
余
侧
價
顧
が
寫
視
^
机

得

-^
く
な
务
^
が
^
限
ヴ
に
於
い
で
の
^
で
^
る
^
.

(

傍
1*
1
筆
者)

論
ー
3〕

：

.

tf
e
i
l 

i 

o 
ト 

.
p
p
« 

o
.
w
d
. 

Ill, 2 ，

s
'
J5
SOX
,
l̂
*
2rl
j課
锻

s
卷
下

-

1 
七
六

.f  
i
0
'fj
l
用
文
は
、，
帶

--
#
分
配
法
則
^
關
す
る
幾
多
の
敎
示
を
含
め
る
も
の
で
あ
る
が
、
使
用
價
値
を
が
、
る

『

11
: 

會
的
尚
乘
^
於
け
る
■.

順
値
1
ど
解
す
る
時
^
は 
>:.を
れ
は

、

旣
に
、
物
ぞ

れ
自
體
、〗

及
び
物
の
量U

は
な
く
な 

る
。
：此
關«

は
、
供
#
0
過
剩
並
び
に.
過
少
の
場
合
に
明
瞭
に
看
取
ネ
れ
る
。
蓋
，
.
し
、
動
會
的
欲
蟹
：の
範
岡
ど
供
給 

悬

c£
が
不
均
衡V

な

つ

、た

場

合

に

は

、

..『

物
へ
の

：

最』

，
.さ
し
で
'の
使
用
價
値
避
は
供
給
量
に一

致
す
る
が
"『

社
#
的S

 

乘
R
於
げ
る
使
用
價
値』

.
は
供
給
最
に
：

I
致
せ
ず
、
寧
ろ
社
#
的
欲
銎
範_

に
一:
致
す
，る
か
ら.
で
あ
る」

『

社
#
的
商 

乘
('
(:
於
け
る
他
用
價
値
1
な
る
言
葉.
を
使
用
せ
ざ
る
^
|
#
な
く
な.
ゥ
た
/
^
は̂
、
勞
働
配
分
を
問
題
ど
す
る
限
6
、
 

胃
頭
分
析
^
於
け
る
使
用
價
値
の
規
定
で
は
間
^
合
は
な
く
な
つ
た
事
を
示
す
も
の
で
あ
る
^
此
場
合
、

.
マ
ル
ク
ス 

は『

社
會
的
街
乘
に
於
け
る
使
*;
1
價
値』

を
社
會
的
欲_

ゥ
：一
定
の
範
圓
匕
考
へ
て
ゐ
る
が
、
乙
れ
を
嚴
密
に
規
走
す 

れ
ば
、.

社
畲
的
欲
望
そ
れ
自
身
で
は
な
く
*
寧
ろ
そ
れ
^
對
應
す
る

J生
產
物
自
身
^
屬
す
る
有
用
胜
で
あ
々
*
社 

會
的
效
用
化
外
な
ら
ぬ
の
で
あ
る
。

:
社
會
的
效
用
を
取
极
ふ
場
_合
^
於
て
、
常
に 
>
.
ル
ク
^
の
服
前
^
思
ひ
：浮

べ

ら

れ

て.ゐ

た

も

の

は

、
.均 

於
け
る
耻
會
的
欲
_
の
©
制
で
あ
.る
0
;即
ぢ
、
社
#
的

勞

働

，の
填
位*
化
«

し

て

擧

げ

ら

れ

る

各

種

欲

望

充

足

の

均 

等
ビ
云

ふ

こVJ

を

規

準V
J

し
て
組

立

て
.
.ら
れ

た

社
：會

的

欲1
の

體

制

で

あ

る0
而
.し

て

、
各

種

生

產

物

の

社

：會
的
自

乘
に
於
げ
る
使
用
偾
锨
"
即
ち
社
龠
的
效
州
の
總
量
は
ジ
常
に
、
ハ
此
均
衡
^
侬
ク
靱
當
て
ら
れ
た
社
會
的
欲
蛰
の
一 

定
範
阐
^
依
つ
て
決
来
#
:ら
れ
る
。
假
ク
に
リ
ン
本V

の
部
門
を1

例
'̂
'
し
て
考
察
す
れ
ぱ
、
リ
ン
ネ
火
總
量
の
歡 

會
的
效
用
は
、
其
：供
給
の
.大
小
^
か

、
は
ら
ず
、
ソ
ン
ネ
グ
に
對
ず
る
社
會
的
欲
«
の
範
圆
^
ょ
6

一
 

定
し
て
ゐ
る 

も
の
：.で
あ
る
。
，從
つ}て
>
;供
給
が
過
剩
{C
な
つV

も
、
tt
會
的
效
用
の
總
量
は
一
定
し
て
ゐ
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
 

過
剩
部
分
だ
け
は
無
駄
に
な
つ
た
：の
4
同
じ
で
あ
.つ
て
、
各
個
當
6
の
效
用
は
、
’

-定
し
•た

社

會

的

效

用

の

.總
量 

k
供
給
®
で
除
し
た
る
i

の
、
即
ち
を
の
可
除
部
分
^
外
な
ら
ぬ
。『

も
し
^
、
市
場
の
胃
の
腑
が
リ
ン
ネ
ル
の
總 

管

；

I 

H

ル
レ
^

f

一
一
シ
ル
リ
ン
グ
ミ
い
ふJE
常
價
格
で
：、
吸
收
す
る
乙

<1
が
で
会
な
い
.な
ら
ば
、
t

の
事
實 

は
.、
社
會
的
總
勞
働
時
間
0
佘
o

k
大
な
る
部
分
が
リv

ネ
ー
機
«
の
'形
式
^
あ
い
.て
支
出
^
れ
た
こ
€
を
、.
證
明 

す
る
。

f 

:
&
結
果
は
、
個
々
の
リ
ン
ネ
ル
織
工
のS:

づ
：れ

本

が

、
彼

れ

の

個

別

的

张

產

物

の

上

，に

>.
社
會
的
に

必

耍 

な

«

«!̂
問

以

ト

ー

の

が

の

を

费

1>
た
の
ど
、
同
一
で
あ
る

V

己
.

〜

.
で

は
;,
_

t

^
f
a
n
g
r
-
n
, 

m
i
r
g
e
h
a
n

crQ
e
l
l
f
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l
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:
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一
:

個
の
.商
n
lど
看
做n

,

れ

、

ノ
ぐ
：
の

.各
片
は
た
ぐ
そ
.の
可
除
部
分
.ど
の
み
» >
修

5
£
 

.
る
。
を
し
て
實
際
_甚

、
個
 々

へ
の
一
み
ゲ
レ
の
僧
値
は
'い
：づ
れ
も
み
な
；，
.社
#

的
^

規
觉

3
れ
.た
る
同
.1

の

分

嘗

#

つ

た

一
«
な
る
人
間
勞
働
の 

臜
他
物
^;
外
な
ら
ぬ
の
^

あ
み
.
-

#

«

'
じ

.

;

:

.
へ

:■
:
.■;
.
,

:

h
te
;

H

.

l

:

:

M
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a

v

p
 

ノ

尸

;•
■

此
引
州
文
に
於
て
は>
,

上
述
め
考
へ
：方

が

明

瞭

に

現

ぼ

れ

セ

ゐ

.
る
。
如

ち

、：她
^
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觉
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も
の
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前
提
し.て
.
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：
¥
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處
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一
2

Kも

マ
ル
ク
ス
の
平
均
驚
の
特
徴
が
見
.出
さ
れ
、
限
界
效
用
學
派
の
眼
界
原
，®

ど
著
し
い
對
立
を
示
，ず
の
で
あ 

る 

M
I
t
g
e
f
k
n
g
s
,

 

§
t

g

l

s

g

e

n

.

v-
:̂
'5
®

^

、；>
J
'C
D

.

^

な

ら
g
o
.彼

れ

も

、

0

^

s

.
^
0
^

o

遞

減

：は
限
界
效
用
の
：
*
減

で
.は
.
f

:

、
：
g
 

あ

心
。
■而
も
、

.

此

遞

減

は

，
爲

代

！
定

じ
.た
)II
I

:

#
的

全

部

效ff
l

の
：前

提

：の
：下
k

の
.
み

考

察

^

登

衫

為 

1

€

し
2

も

ク >」

iろ

考

へ

プ

は.
®

會

げ

欲
-m
ff
g

fr

の
均̂

狀
.態

を

前

提.
.と
：し
て.の

み

生

じ

そ

來.る
？

p

の
で
あ
っ「

て
、

iれ 
'が

、

社
#
的
.效

用

、
S

的

欲

豪

問

題
'ど
す
る
め
は'、
常
S

働

配

分

：の

悬
0

m
一.K
於

て
S
あ
一
るビ
云

ふ

事
I

起

す

れ

ぼ

、
此#

へ
：：

方

は

肯

定

：し
ぅw

?

l
。
か

、
る
全
體
的
立
場
4

均
郷
察
I

、
效
用
I

扱
ふ
：上
に
於 

て
限
界
.效
.
月
學
.派

ょ
^

！>

^

^

ス
>

峻

別

す̂

.
s

n 一
 

l

l

l

f
 
す

為
 

V
'.
'
.ァル
ー
ク
ノ
湯

賢
の
⑴
S

、
こ
れ
で
は
解
決
さ
れ
得
な
い
。
筆
雰
未
だ
、
こ
t

諭
ず
ベ
美
f

持
た
な
い
.が
、
' 以
下
に
於
U

レ
グ

;
ス「

の
本
均
觀
格
を
，一
應
容
.認
し
て
諭
を
進
め
る

o

,:
,.

. 

. 

.

.

.

.

. 

•
•
•
•
•
•
• 

••; 

-

.

.

.

.

.

.
 

. 

: 
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*
-
.
.
.
.

以
上
に
於
，.て
.
勢
#
の
均
衡
的
配
分
が
行
は
.れ
る
爲
め
'に
ば
、
先
づ
、
'
:社
.會
的
欲
望
め
侧
R'
於
て
？
■質
的

谪一

•か 

行
は
れ
A
的
比
較
が
可
能
I

.
っ
S

ら
ね
ば
？

8

、
從
？

社
會
的
效
用
が
問
題
I

s

事
が
明
ら
か
ど

.な
つ
た
。
'
:
.
.
::
パ
.
-;
.
:
.
: ノ
'
: 

: 

.... 

く 

： 

V

然
る
げ
、

V

f

的
努
働
の
侧
£

:い
て
.も
、
事
情
は
同
じ
で
あ
る
。
.比
例
的
I

分
S

ん
が
爲
め
I

、
固
i 

柳
勞
働
の
特
殊
性
が
統
一
せ
ら
れ
.、
.
I

I

I
の
還
元
が
？

れ
て
、
此
處
I

ど
し
で
間
題
'f
し

k
な
つ
て
居
ら
ね
ば
な
ら
なs

ヶ 

『

裁

縫

勞
働
ビ
.織

物

勞

爾匕
は
、
質
的
に
異
な
る
勞
働
'で
あ
る
。
け
れw

も
ま
た
、同
一

の
人
間
が
交
互
的
に
裁
縫 

し
た
6
機
? :
織
つ
た
々
し
て
を
ジ
、
從
つ
て
こ
れ
ら
ニ
づ
の
興
れ
各
勞
讀
の
仕
方
は
だ
V
同
上
個
人
の
勞
働
の
變
形 

R
す
ぎ
な
い.
で
、
ま
だ
異
れ
を
個
人
の
特
殊
的
闽
定
的
な
機
能
ビ
は
な
つ
て
を
ら
ず
、
そ
れ
は
恰
も
、
現
代
の
，裁
縫 

師
の
今
日
作
ひ
た
上
衣V

翌
日
作
つ
た
：ズ
ボ
ン.VJ

が
同

一
な
個
人
的
勞
働
の
«

な
る
變
化
を
前
：提
す
る
：の
ど
、
全
く 

同
じ
や
ぅ
に
な
つV

ゐ
る
^
己
ろ
の
社
會
狀
能
心
が
あ
る
ー
。

そ

れ

か

ら

.一

見
す
れ
ば
ず
*ぐ
解
か
る
こ
ど
だ
•か
、
今
日
の 

資
本
家
社
會
R
お
い
て
は
、
勞
働
需
要
の
方
问
の
變
化
す
る
k

0'れ
て
r
人
間
勞
：働
.の

1'ち
分
^ ;
が

れ

.わ

し

ル

瓜 

る
、
あ
る
a
は
裁
縫
勞
爾
の
形
態
：に
# s

て
、
あ
る
ひ
は
織
物
勞
働
の
形
態
に
為s

て
供
命
^
れ
て
を
る
。
勞
働
の 

か
、
る
形
態
變
化
は
、
磨
擦
な
し
^
は
行
は
れ
得
な
い
で
あ
ら
ぅ
が
、
し

か

し

o
し 

か.
る

'̂
も
し
菩
々
が
、
生
產
的
活
動
の
規
定
'ど
、
從
ヴ
て
ま
た
勞
働
の
有
用
'な
性
質
^
を
、
度
外
視
す
る
な
ら
ば
、
 

^
れ
^:
殘

る

ろ

の

？̂
の
：
は

、

そ

れ

が

人

間

：の

勞

働

力

の

成

る

：
支

出

か

あ

る

>£
:-%

ふ.
ひ

で

^
る
。
裁
縫
勞
働
ど 

織
物
勞
働
ど
は
、'
質
的
^.
齡
な
る
生
產
的
活
動
で
あ
"る
が
、：
.
：兩
者
ど
も
に.
、.
人
間
の
腦
膪
？»
肉
•

■神
經
、
丰
、
等 

冷

：の

生

產

的

支

出

で

あ

々

.
、
且
0
か
v
o
意
味
^
^
い
て
兩
者
ど
も
に.
人
間
勞
働
で
あ
る
'。

：、
.
.
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k
^ '
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^

、 

特

殊

な

發
.
達

を

，遂

げ

七

ゐ

な

S

あ

ら

ゆ

る

：普

通

の
人
間
が
平

均

的

に

そ

：
の
生
：&

た

有

機

®

の
ぅ
ち

に
：有

つ

.て

Q

る
i 

乙
ろ
の
、
W
純
な
る
勞
働
カ
の
支
出.
で
あ
る
0.
耶
純
な
る
平
均
勞
働
4/
の
も.
の
は
、'
異
づ
た
國
々W

異CV

た
文
化
時 

代
ど
で
'は
、
も
ち
ろ
ん
そ
の
性
質
5:
變
ず.
る
が
、
：し
か
し
あ
る
特
定
0
社
*
で
は
與
へ
ら
^

ゐ
るa

複
雜
勞
働
は
、
 

自
乘
这
れ
た
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ま
|2
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む
し
ろ
倍
加
3
れ
だ.
單
純
勞
働
せ
看
做
3
れ
、
從
&
て
顧
雑
勞
働
の
‘
ぅ
小
な
る

分
录
は
取.
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^
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し
く
な
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°
か
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る
換
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I
還
元
丨
が
絕
え
ず
行
ば
れ
.て
ゐ
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こ
ど
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、
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^
■
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傍
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偕
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形
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勞

働
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特

質
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す
.る
此
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j
文
^
於
.て
は
、
|
働̂
配
分
の
必
然
4
か
論
ぜ 

ら

' f(
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ー
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S
ビ
同
時
に
、
.
齊
人
が
：玆
に
卯
題
ど
す
る
ど
こ
：ろ
，の
、

K
分
^
る
，ベ
さ
«:
#
的
勞
條
ビ
は
如
何
な
る
も 

の
で
あ
る
か
、
述
へ
ら
れ
七
ゐ
る
の
.で
あ
る
。
即
ち
'
も
れ
は
先
，
づ
、
質

的

蓮

(

を

統

一

せ

ら

れ

た

、m-
M

f
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間

勞

働

、

言f

換

べ
5

へ
，
ば
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せ
ス
；
慕

法

則
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S
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l
i
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f
c

引
川
文
に
於
て
は
、
資
本
制

I

ゴ
對
比
し
て

S
:的
分
棄

S

の
S
:形
I

述
べ
ら

.れ
て
ゐ
る
が
、

幾
分
す
，̂

、
§
 

的
分
業
が

^
す
る
限
リ
、
，
级
働
の
比
例
的
配
分
法
則
の
贳
微
，は
必
然
的
で
あ
る

0

'
か
ぐ
て
、
勞
働
の
均
衡
的
配
分
が
可
能
ビ
な
ネ
爲
め
汶
は
、'社
會
的
欲
槊
ど
社
畲
的
勞
働
ビ
の
双
方
纪
於
て
、
質

. 

的
統1

’同

一

取
位
へ
：S

元
が
I

れV
'

此
處
に_

比
較
が
可
能
J

つ
5

ら
ね
ば
な
ら
ぬ
。
こ
の
乙
ビ 

は
、：

統
制
經
？

想
f
 
I

k

s

f
 .

S
3

S
。
S

的
蒸
働
が
未
S

:1

取

位

崖

音

れ

？

、.

系
す
る
#
人
が
勢
#

の
異
質
0
,の
ま
、
の
も
の
く
葉
合
に
過
ぎ
ぬ
場
合
^
は
、
嚴
密
な
る
配
分
は
不
可
^
で
あ
る
。

M 

Rを
の
R
分

に

際

し

A

s
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J

R
投
ず
べ
さ
が
、
B
部
門
に
.投
‘ず
ベ
I
か
を
決
定
ず
る
k
.常
つ
て
は
.、
る
ず
ゃ
<
;
、

B
附
欲
望
4

翁
化
ー
比.
較

す

；る
：
の
必

.
要
，：̂
-

迫

ら.
れ

る

で

ぁ

ら

ぅ

。

.

.
バ

a

か
ぐ
觀
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來
れ
ば
、
勞
働
の
比
例
的
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分
を
：贯
く
べ
含
秩
序
は
容
易
に
見
出
彡
れ
る
：。
社
會
的
欲
望
の
體 

®

ic
'
'
a
.
つv

、
景
的
^
限
定
さ
れ
た
針
會
的
總
勞
働
遗
を
配
分
せ
ん
^

す
る
場
合
、
如
何
に
せ
ば
最
も
合
现
的
で
あ 

る
か
、

乙
れ
が
問
題
な
の
で
あ
る
。
換
言
す
れ
ば
、
勞
働
を
均
衡
的
^

配
分
す
る
ど
云
ふ
場
合
、
何
ど
何
ビ
が
均
衡 

す
る
.の
か
、
：
均
衡
の
规
準
は
何
れ
の
g

R
存
す
る
か
、
の
in
i

®
で
あ
るo

.

此
場
合
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限
界
效
/[
1
现
^
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る
も
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ゴ
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^

ゾ
が
欲
望
滿
足
に
關
し
ヤ
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.
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限
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限
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パ
，

.限
界
效
用
均
等
法
則
は
個
人
的
消
费
秩
序
の
法
則
で
あ
る
。：
即
ぢ
，：『

最
少
费
用
、
最
大
滿
足』

の
：原
則
^
從
ひ
限 

定
せ
ら
れ
た
臓
買
力
を
以
て
、

人
が
自
己
の
欲
紫
禮
制
ダ
滿
足
せ
し
^'
/L
ざ
ず
る
ic
は
、
各
支
出
取
位
k
對
し
て 

平
等
，な
..る

限

界

效

用

が

擧

げ

ら

れ

#
る

や

在

贊

ヵ

を

配

分

せ

ね

ば

な

ら

ぬ

0

支
.出
.各
埤
涖
に
：對
，し
て
在
3
兩
貨 

物
の
限
界
效
用
.が
等
じ
く
な
い
'な
ら
ば
、.
_
界
效
用
の
ょ
6
小
な
a
方
の
購
入
紅
議
じ
て
、
ょ
6
大
を
る
方
.の
購
：入
ー
.
 

1
增
：し

>;
か
、
る
行
爲
は
、
雨
者の

：：

限
界
敫
用
が
均
等
ど
次
る
ま
で
は
北
爻
な
：い
。.
.か
く
が
初
：'め
，て
'、
；*
少
：の
、费
用 

を
以
て
、
：表
大
の
效
果
を
收
み
-#
る
：の
で
あ
る
：。

從

つ

て

、
.憤

格

が
|4
へ
ら
れ
て
ゐ.る
時
に
は
、べ
债
格
味
支
出
査
5:
,'
 

示
す
が
.故
に
、
ン
該
貨
物
の
限
界
效
用
の
高
さ
は
、
價
标
の
.高
さ
に
'平
衡
ず
る
に
到
る
'。
へ
即
ち
各
倘
入
の̂
望
：の
，體_ 

は
，
，偾
格
：を

前

提

し

：で
«
立
て
ら
れ
る
事
ビ
な
各

の
.で
あ
る
.？
，：
限

取

效

用

學

派

呔

、

個

人

的

主

®
ょ
ヶ
出
霧
し
：て

第
二
十
六
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働
馏
値
說
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藤
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考
察
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0
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务

働

概

侦

說

の

站

本

的

考

S
I
球

所
會
^
過
雅
た
る
依
格
を
說
«1
]
せ
ん
ど
し
た
の
で
あ
る
が
、.
交
換
經
濟
^
入
6
來
6
や
、
說
明
は
JE
に
逆
倒
せ
o
rdt
* 

な
ら
？

？

。
蓋
し
、
5

效

用

均

等

法

則

は

、
個

人

の

欲

？

-
實

逆
S

格
よ
-
O

I
す

.1

の
で
あ
'る

か
ら
で
あ
る
。
か
4

、
限

量

用

s

s

l

f

限

界

帑

t

說
|

ん
£

て
、
偕
f

前
提
す
る
の

獲

に

陷

づ
た
の
で
あ
る
。
社
#
的

爆

程

は
-
云

ふ

免

で

も*'
-

ぐ

、
社
# ：
的

個

人

の

意

醫

行

爲

の

合

成

果

で

あ

る 

か
、
意
識
的
#
爲
の
結
果
ば
必
ず
し
i

圖
せ
U
所

ど

はr

致
せ
ず
r 

_

結
■

寧

ろ

意

識

よ

ヶ

獨

立

：
f

ff
h
會 

的
過
程
£

て
’
ー
必
然
的
街
則S

配
せ
ら
れ
、
逆
^

ど
こ
ろ
で
あ
る
o
'
:個
人
.は
社
會
的
過
程
^
よ
6
勝
約
を
受
：け
で
«:
會
的
倘
人
？
し
て
の
み
存
ず
る
が
汝
.に
、
限
.界
效 

用
學
派
.の
如
く
孤
立
人
よ
6
出
發
す
れ
ば
社
#
的
過
程
の
分
析
は
不
可
能
ど
*
が
、.

祉
食
的
：個
人
よ
6:
'
;出
發
：す
.れ 

ば
、
說

明

す

べ

蟲
♦

的
過
程
を
れ
*

2
!

身
を
前
提
：す
る
結
果
ビ
な
つ
て
循
環
論
K

陷
る
。
ク
ラ
丨v

か
個
人
的
主
觀 

よ
*
-

出
發
す
I

法
を
棄
て
、
社
會
s

i

出
發
.し
、
平
衡
論
が
か
.：、
る

因

架

的

效

用

說

塞

て

、
循
環
を
相
關 

;々

係
く
し
€
認
む
る
：如
さ
>
:
.
:
何
れ
も
か
>
る
欠
陷
^
應
ぜ
ん
.ど
す
る
：も
の
に
外
な
ら
な
い
。

:

り
客
觀
的
‘
I

的
_

5

つ
マV

ク
ス
が
'
か
^
^

も
な

S

が

、
肿
會
を
統
一
的
經
濟
主
體
ど
し
で
、
全
體
的
^

免
る
揚
合
^

比
：、
便
.宜

的
•

雛

趟

的

譬

諭

ビ

し

こ

、
ン
個 

人

的

生

活2:
引

さ

合

ひ̂

出

す

事

は

級

く

な

いo

即
ち
ロ
ビ
ノ
ソ
ン
の
«

寒
的
經
濟
は
、'
:往
々
^

し
て
、
統
一

0 

濟
主
體
ビ
し
て
の
社
龠
を
說
明
す
る
^

は
此
上
も
奮
良
さ
雛
型
で
あ
る
が
ら
^

あ
る
。

^

、

る

迈

宜
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し
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の
マ
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ス
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ビ
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ソ
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物
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V
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學
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の
仑
れ
ど
を
冏

.
7
.視
し
.て
は
：な

.ら

.ぬ
タ
«

し
、

，

,JIJ

ン」

ソ
ン
%
:語
は
、
ft
t

全
體
を

1
個
人
に
骰
さ
換
へ
た
臂
識
忙
故
ぎ
ぬ
の
で
‘

る
が
’
後
者
化
ぁ
ダ
て
^

、
ff
l
:A:
l 

.6
出
被
し
て
社
#

過
程
t

說
明
.せ
ん
ミ
：す
る
も
：の
で
あ
'つ
.

：

て
、，：f

の
；
ロ
；
ビ
ン
ヘ
ソ
ン
は
、
が

、
る

譬

諭

.
^
.
は

非

ず

し

て 

1{
會
|:
«

成
す
る
個
入
.そ
の
も
の
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
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ポ
て
、
限
界
效
用
均
等
法
則
^
ー
ン
定+の
修
疋
を
加
ふ
れ
ば
、
そ
の
#
本
思
想
故
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。
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、.
へ.個
人
ま_

會
^
韹
ざ
換
へ
へ
、
：：
隊

界

原

理

：
に

.
代

ふ

る

^

平 

均
«
察

を

以.
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切
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會
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總
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會
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會
的
必
宴
.勞
働
時
間(

技
術
的)

^

該當す名、

る

枚

置

を
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提
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‘
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て
ら
れ
る
如
<
、：：»
會
的
痕
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制
も
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:
會

的

勞

：響

時

間

を

前 

|

提
e
し
v
«
成.
ぜ

ら

れ5:
;.の
せ

扣

る

：タ

蒼

し

、

.
社
#
的
欲
鐵
&_

転
構
成
す
る
各
蹄
門
お
'
减

も

-
^
吻 

し
：て
、
« :
互
2:
均
« :
狀
態
に
；4:
る
%

Zの
均

衡

の
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、
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時
間
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I

m
位
に

#
し
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次
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均
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云
ふ
こ
ど
で_
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’
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極
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嫌
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支
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勞
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=
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^
藥3
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均
等
^
る
&
會
的
欲
望
め
滿
足
が：

得
^
^
る
や 
>フ
^

®

す
な 

ば
ぢ
各
產
第
Ar
p 
K
&
せ
ら
れ
た支

：：

^
勞
#
^
位
が
均
等
な
：る
效
果
を
擧
げ
得
る
樣
に
、
勢
爾
は
配
分
^
れ
i
ば 

.
な
ら
ぬ
o
支
出
勞
働
0
ぶ
m
位
が
擧
げ
ぅ
る
社
會.
的
效
;1
1
ヒ.
：は
、)

：該
撕
門
の
f
t會
的
欲
建
め
：總
：量
^:
> :

支
出
勞
働
の 

總
堪
位 
f
、
除

じ

：̂

呼

除

部

分

 
k
^
®
£
^
u>
?

©
t
^
、
^
«
m
々
>̂
«
®
&
^

て

あ*̂ 

I弁
p
k
は

そ

れ.だ
け(

A
s l
py
k
過

剩

な

跨

け

0

過

少

で&
4
V
す

れ

ば

、
'：
支

出

勞

働
.
の

--
*
取

位

が

擧

げ
 

ぅ
，る_

龠_

效
用
，は
、
<
部
門
け
於(

て
ば
©
部
門
上
6
參

ビ

な
る
。
故
は
、
A
部
門
：̂
於
け
を
過
剩
部
分
は
、
13 

け
ら
れ
' m

£
移
動
は 

'勞
慟
一
取
位
#
<
v
s
ロ
的
效
用
が
：兩

部

iz
k

於

て

等

し

く

な

る

.
ま

P

は
止
ま 

ぬ

.而

し

V
、

兩
者
の
等
し.
ぐ
な
ま
る
勤
は
、.
勞
働
配
分
の
均
衡
皆
る
點.
で
あ.
：る
，

一
例
ビ
し
て
統
制
經
濟
を
想
，像

し

て

見

ょ

ぅ

。

統

制

經

濟

：

^
於
：：て

は

、
社

會

的

欲

袈

は
.、
^/
の

ま
/
露

は

^

表
現 

せ

ら

れ

、.資
本
制
‘服

食

次

於

甘

る

が

如

さ

：特

殊

形

態

：は

有

な

ぬ

メ
棱
術
的
：

％

要
勞
働
時
間
を
前
提
.

ビし
て
の
、
0
fr 

的
欲
紫
體
制
：の
.組
立
.て
も
、
'明
瞭
(^
看
取
さ
れ
：る
。
此
欲
敦
化
向
づ
ず
の
^
働

の

比

例

的

配

分

は.、
僧

値

法

則'ど
.云 

ふ
が
如
さ
窗
0
的
平
均
法
則
化
侬
ら
ず
、
人
間
0'
意
«
的
統
制
^

#
6:
:
#
:は
.れ

0:
。
而
1
て
、勞 

•£
筏
の
好
準
は
各
稀
斗
；鹿
物
一
個
常
み
.の
技
術
的
必
要
努
働
時
問
ど
平
均
的
社
#』

效
用
.^

:の
，均
衡
^ :
求

め

ら

れ

る

 

の
で
あ
る
。.

楚
^
於
て
'次
の
如
会
疑
叫
が
起
る
：か
も

し

れ

な

い

:
°

『

統
纖
者
め
婆
# '
配
分
ft
割
は
、
m

k
各
生
產
物
り 

ff
l
jl n

女
表
に
從
つ
て

&

て
ら
れ
る
の
み
で
あ
つ
て
、
か 

> る
.必

婴

勞

働

量

.ど

效

用

ど

の

均

衡

の

如

さ

は

| /
1

]

®

ど
な
ら
^』 

ビ
.。
然
し
乍
&
ー
此
場
合
需
耍
丧
に
現
は
れ
た
各
械
：需
.製
の
範
_
が
：、
>
逐

物
®

:

^

^
の

技

術

的

必

要

勞

働
.

_

#
ど

社

會

的

效

用

V
L
の

均

衡

以

外

に
は

求

め

.ら

れ

ぬ

の
で

あ

S

^ -
K

生

産

力

':

の
進
步
が
不
均
衡
奴
行
は
れ
、

一
生
產
物
の
社
會
的
必
奥
勞
働
時
間
が
減
じ
た
ビ
す
れ
ば
、
均
衡
は
破
れ
て
該
生
產 

物
の
需
要
量
は
增
し
、
を
の
生
鹿
は
增
加
す
る
。
‘而
しV

、

版
增
加-
は
、
減
少
せ
し
®
會
的
必
耍
勞
働
時
間
に
、
.遞 

減
し
行
く
苹
均
的
效
用
が
均
衡
す
る
ま
，で
は
止
文
な
い
。
此
場
合
、
勞
働
»
分
の
上
に
は
、
變
化
が
惹
起
^
れ
る
場 

合
も
あ
れ
ば
、
然
ら
ざ
る
揚
合
も
知
り
# .
务
0
蓋

し

：
、

社
：會

的

必

迤

勞

働

*
が
減
じ
K
の
で
あ
る
か
ら
、
從
來
の
配 

分
比
例
の
ま
N
で

も

、

該

生

產

物

の

供

給

は

增

加

，
し
：

5
る
か
ら
で
あ
る
。
從
つ.
て
、.
丁

度

、
：
仑

れ

だ

け

：
の

增

加

：最
で 

前
記
の
均
衡
が
得
ら
れ
る
場
合
に
は
、
勞
働
配
分
は.
變
化
せ
ず
^
濟
む
譯
で
あ
る
。
:
:
.

勞
働.
酸
分
の
均
衡.
木
均
銜
は
、各
生
產
物
の
社
#.
的
平
均
敦
川
ミ
社
會
的
必
要
勞
働
時
間
ど
の
均
衡
汆
均
衡
に 

現
は
れ
る
。
然
る
，K
、
社
會
的
卒
均
效
川
は
、
勞
働
配
分
り
如
何—

從
給
量
の
：如
何
|
に
ょ
ぅ
可
動
的
な
0
^
反
し 

て
、
社
#
的
必
耍
努
働
時
間
は
配
分
の
如
何
ょ
り
は
獨
立
し
確
固
、:

不
動
の
も
の
で
あ
る
。
故
气
配
分
の
誤
6
の 

\  
ロ 
メ 
i
タ
ー
ど

f
，
を
の
終
周
的
規
制
者
r2
る
も
の
は
後
渚
で
あ
つ
て
、
，前
者
で
は
な
い
o 
.社

會

的

必

要

勞

働 

時

間

，ょ
ヴ
の

.
社
會
的
平
均
效
川
の
背
離
は
'>
飽
戈
で
も
勞
働
配
分
の
不
均
銜
の
揞
標
ピ
な
つ
て
、.
均

衡

的

配

分5:
招 

來

せ

ず

ん

」

ば
Jh
ま
な

'%
以

上.
の.
考

察

ば

限

界

效

用

均

等

：法
：則
ヾ
の
修

.
正

：
ど
.は云
べ

、

こ

れ

0
中

心
思
想
の
上
^
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つ
。
R
界
欸
川
學
派
の
'が
べ
る
#
へ
ガ
が
、_

ヮ
，てy

ル.V

メ

の

勞

舰

説
e
支.
持
し
，
補
撤
ず
，る
も
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あ
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こ

ど

に

驚

.
炉
3

れ
る

P

.

併
し
パ
® -

#

效
坩
學
派
は
く
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法
則
ぱ
於
ぐ
て
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Ji
i

.
_

pa
>

b

ざ
る
を
#
な.S  

e

s

ふ

事
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彼
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文
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>
に
は
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:
-

ロ
ピ
ン
ソ
ン
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坐
沾
を
使
次
^

^

上
述
の
努
働
配
分
法
則
が
、、I

暗
f

に
述
べ
ら
れ
て
ゐ
’る
が
、
却
に 

間
f
 
す
る 

n

、

 ̂

^
0 

.
:
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こ
こ
に「

I

ぴ

I

.雛
の
大
小
し
を
I

す
べ
|

錄
力
の
.大
S
 

■ぎ 

5
ノ 

f
 ち
洛
請
の
意
味
に
外
な
ら
な 

^

•る
も
の
は
何
か
。
そ

當

：

r:

目
的
：要
る
利
相
上
の
效
來
ト
為

 

丨
だ
が
こ
1

.■は

.ダ
義
反
饱
で
2

々
ま
,
力.
0，
ル
ク
ス
に
お
け
.：
る

眞

反

彼

は
.、
わ
ー
づ
>
に
か
的
^

 ̂

^
0 
^

$

0

^

0

0

^

勞
働
そ
の
：.もQ

、

み
，I

す
る
の
で
は
な
く
し
て
、
勞
働
嚣
門
に
軔
い 

て
そ
の
配
分
を
I

し
つ
、
あ
气
利
用
上
のI」

で

あ

？

る
.0
と
れ
と
そ
實
に
々
-
ル
•
マ
ル
ク
ス
に
於
け
るg

分
S

の
極
附
で
あ
る
0

』

ハ

大

.
' 

i 

マ
ノ
ク
ス
グ
a
ヒ
ン
ソ
ン
.物
語
に
於
け
る
„

『

彼
れ
の
.總
柄
動
の
中
で》J

の
機
能
が
よ
9
多
く
の
範
間
を
.：

£：

め
ど
-の
^:
能
が
よ
り
せ
か
：

0 

M
N 
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 ̂

0

か
.
«
,目
的
セ
す
.る
敦
来
を
#
る
た
め
.
.|-
3,
4
:服
ゲ
べ
.：き
!̂
.難
.の
-.
穴
.小
..にょ
.
.っ
て
^
ま
る
し
-
-
k
.,M
し
て
‘

.大
谣
氏
はj

困
魏
.

.の
大
小』

を
配
分
さ
る
べ
身
勢
働
量
の
.範
_
ミ
な
し
、
從
つ
て
こ
れ
は
rn
j
義
反
復
な
斷
じ
，マルクスを救ふ唯一の道は

『

利
用
]1
の
效
来
b 

な
る
首
葉
の
嵇
秘
的
な
解
釋
で
あ
る

€

論
じ
て
、
勞
働
以
配
分
量
を
規
定
す
る
も
の
は『

®

雛
の
大
小』

で
は
な
く『
目
的
ミ
す
る
效
來』

で
t
 
€

'

結
諭
す
る
の
で
あ
る
。
大
熊
圾
は
笫
一
に

、『

克
M

す
.ベ
き
困
難
の
大
小』

な
る
苜
槊
の
解
釋
に
於
で
髁
っ
て
を
ら
れ
る
0私
见
に
ょ
れ
ば『

克
服
す
べ 

き
.園
扉
の
火
小』

V

は
、火
熊
氏
'の
.解
す
る
如
令
勞
働
规
分
雄
の
'各
綺
阖
で
は
な
く
、
-

生
.：

庫
物
.「

個
常
り
の
技
術
的
必
要
勞
働
時
問
を
意
味
す
る
も
. 

Q:.

に
.外
な
ら
ぬ
。
從
つ
'
て
そ
れ
ぱ
同
義
反
復
で
は
'な
い
ミ
思
ふ
0
:
各
部
£

へ
の
，勞
働
配
分
赀
：

.V、

酸

.物

T

個
當
リ
の
技
術
的
必
製
勞
働
時
即
ミ 

を
況
/0
|

す
る
こ
^

は
兹
だ
し
き
髁
リ
で
あ
つ
て
、
こ
の
誤
謬
は
1:
>
ン
ソ
ン
を
論
ず
.る
問
は
さ
，ほ
ど
目
に
つ
か
な
い
が
、
こ
度
び
論
を
社
會
に
移 

す
時
に
は
缸
ち
に
:4
4
大
.な
も
の
ミ
な
っ
：
て
來
る
0
,藉
し
、
各
部
門
へ
の
：勞
働
配
分
*

は
社
會
的
欲
紫
_

園
に
依
っ
て
決
宛
さ
れ
る
が
、
务
货
物
虫 

.

.

跑
め
爲
め
の
技
術
的
必
要
勞
働
：時
!|
|
]は
、
社
#

的
欲
望
^

は
.獨
立
.に
、
生
產
カ
の
發
展
に
侬
っ
て
決
宛
せ
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
0 

ロ
ビ
ン
ソ
ン
の 

活
動
脐
部E

に
配
分
さ
る
べ
き
勞
働
範
闹
の
大
小
を
決
宛
す
る
も
の
は
、
.

『

目

的

％
，
す

る

抓
; 1
]

上
の
效
.艰』

で
あ
る
ミ
解
釋
す
る
こ
>」

に
农
っ
て
、

. 

マ
ル
ク
ス
を
时
義
反
復
ょ
り
救
っ
た

d

s c

は
る

V-

大
熊
氏
は
.
*か
、
る
泥
同
を
行
っ
た
爲
め
に
マ
ル
ク
ス
を
か
義
反
復
に
陷
れ
る
も
の
ミ
誤
解
し
、 

更
に
マ
ル
.ク
ス
に
於
け
る
配
分
现
論
•の
'稀
限
を
も
見
出
し
た
.
の
で
あ
る
。
勞
働
刚
分
を
決
宛
.す
る
.，̂
の
ば『

利
川
上
の
效
來』

で
あ
る
せ
沄
ふ
の
は 

.,

.良
' 
い
。
然
し
尔
ら
、『

利川
.；

上
の
'效

-4』

は
終
局
的
の
V

の
，で
は

な

ぐ

.、

M '
-

ら
に
と
れ
5:
'
-亂
制
す
る
も
.の
は
'

『

克
服
す
べ
き
困
_
'の
.火
小』

に
外
7£
ら 

に
..
为
い
0.
.從
っ
：て
麗
服
す
^

き
：困
灘
：.の
木
小』

；
そ

終

局

的

決

定

考

で

あ

っ

て

、
' こ
：れ

が

社

#

的

欲

輿

體

制

を

決

定

'1
,|£
に

、
.
勞

働

配

分
;5
:も
規
淛 

,
す
る
' ^
の
で
.あ

フ

ち

か<

の
如
き
賴
極
的
解
.釋
に
^

づ
.て
の
‘み
マ
ル
.汐
ネ
は
眞
^

社

會

：
の

，
生

：
産

諸

力

.の
發
展
は
社
.會

的

、
必.要
勞
働
時
間
を
變
化
せ
し
め
、.
.Z
の
終
局
的
規
制
者
の
變
化
は
勞
働
配
分
：
 

の

變

化

を

惹

起

せ

し

め

ず̂
棘
止
ま
ぬ
。
勿
論
、
生

產

'*
が
各
氹
；產
部
門
^
於
て
.均
衡
的
^
發
展
す
る
限
々
、
勞
修 

の
此
；例

的

配

分̂
變
'化
を
生
ず
る
乙W

は
無
一
喾
で
あ
る
が
、
事
«
^

龄

ぃ

て

；は

發

展

は

常

に

不

均

衡

的

で

あ

る

。 

從
っ
て
：注

產

カ

を«
掘

的
.に
：見
^
限

>

、
.
勞

働

の

比

例

卻;1
2
汾

も

可

動

的̂

見
ね
ば
な
ら
ぬ
。

社
會
の
發
M
過
程

.第
二
：
十
：
六
卷

.

C

四
八
：
七

)

' 
.
.勞
'■價
■

瓛

裏

本

的

考

察

;

‘ 

じ

第

三

號' :

ニ

一



*
.
H美

.卷

®

八
A)

身
猶
:1
»
(
.
値
難
の
：迤
求
伯
：盡;'
:

.

P

S
 

ニ
ニ 

k
、.

か
^
:る
均
衡
の
絕
：え#

名
破
壊
ど
絕
ぇ
ざ
る
缒
設
の；

過
程
^

い

以

土

た

於

ズ

、
菩
人
：は
勞

'«
技
術
的
座
產
諸
：_
係
^

«
ズ
べ
^

自
然
法
則
を
考
_

し
た
>

'

然
_
し
、/
此
舞
^

ベ
々
は
、
か

、
る

考

蕾
.
. 一
«

の
杣
象
：で

考

、
_

法

則

は

常

馨

定

め

0史
形
態
の
衣
を
-

つ
て
.规
象
す
る
も 

の
セ
も
る
を
い
^

こ
ヒ
ヤ
あ
る
。『

南
然
法
則
は
11

じ
そ
憑
棄
3

れ
得「

ざ
る
も
0

で 

の

も

せ

で

變

じ

ぅ

る

の

は

：、
：
か
め
：：法

則

與

1

ら

を

襄
徹
す
，る
そ
こ
ろ
め

は
生
產
B8
力
の
發
M
段
階
k:
應
じ
て
、
そ.
叹
特
質
：を
變
ず
る
o
し
か
；も
、.
常
に.
此

特

殊

形

態

は

被

の

曲

然

法

則

？:
以 

て
M
か
れ
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。

〗

祉
會
が
推
績
し
得
ん-
が
爲
め
k
は
、
此
法
則
は
ま
が
6 

f
ic
も
貫
徹
3
れ
ね
ば
な 

ら
ぬ
。
街
然
法
則
ビ
歷
见
的
形
態
ビ
の
間
集
盾
、
衝
突
が
生
ず
る
時
、
聰
ち
殘
る
も
^
は
前
象
で
あ
つ
て
後
#
で 

は
なS  
0
即
ち.
、へ
的
然
法
則
は
古
き
現
象
形
態
の
殻
を
脫
し.
て
§?
:

し
か
视
象
，の
仕
方
5:
耽
る
。
'

、

マ 
>

.
ク
ス
の
m

然
法
則
は
、
ァ
ダ
ム
：•

 

A

i

說

ど

し

；て

前

提3
れ
た
る『

見

え

ざ

る

手』

で
，は

な

く

、̂

然
法
的
廉
想
の
影
«
に
依
0
て
與
へ
ら
れ
た
る
も
の
で
も 

な
い
o
へ
マ
,
ク
ス
は
*
史
的
諸
形
態
を
觀
察
す
る
:̂
2

依

0
て
、
S

形
態
を
*
.徹
す
べ
ぎ
：法
則—

社
#
的
生
產 

の
存
立
せ
ん
力
爲
め
の
不
可
缺(

の
前
提
丨
を
見
出
し
'た
^
.過
ぎ
な
い：

。，
f
し
.

V

何
れ
e)
:
ft
會

K
於
て
も
.、

生
產
が
績
行
せ
ら
れ
て
|

_

5

>

を
の
續
.
行
.の
：前
提
5

咏

然

法

則

が

何

等

か

の

形

態

轰

乏 

ら
S

S

ぬ

奚

ぶ
S

碧

。
彼
れ
？

の
法
則
I

ヴ
^
^
^

る

ヵ

故

に

こ

れ

を

||

1
*

默

の

规
^

前

提

す

る

の

で
&

る

。

し
.

か

も

、

ス

ミ

ス

に

於

け

る

如

く
"

|1
史

形

態

を

以

て

、卞 

久

的
.
形

態

ざ

な

す

の

誤

謬

に

陪

る

ミ
.

；

V」

な

く

、
.

歷

史

形

；態

_
は

飽
‘

嘹

で

戈

海

史

，
游

麓

.

ど

し
て

把

振

し

、

自

然

法

㈣

ま

i

今

異

o
ナ

仕

力

に

於

て

歷

史

的

諸

形

態

を

貴

く

も

の

で

あ

る

こ

ビ

を

充

分

認

識

し

て

ゐ

た

の

で

あ

つ

2

。
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以
上
に
於
い
セ
、
，自
然
法
則
：そ
れ
自

.
汾
を̂

察
し
た
谇
人
は
，

こ
の
自
然
法
：則

が

.-
*

,

资
本
則
社
命
に
於
い
て
取
る
歷
史
的
形
璁
を
吟
味
し
、
と 

.

れ
ょ
リ
マ
ル
：ク
ス
の
•
働

谓

俯

說

一

逢

摩

べ

，

I

一
し
ろ
に
到
達
し
た
の
で
も
る
。

■ %

數
が
寂
外
に
當
み
*

愈
.
.々
本
稿
の
：產
に
道
入
る

5

J

:

笫】

'
C
W;A
九

デ

：含

顧

■
說
.

§

甚
本
的
,

::
第
|
:
ッ

1
,
3


